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　　　第1章：宇宙開発の意義と計画策定の背景

　　　　第1節　宇宙開発の意義

　　　　　　1，　近年、宇宙技術の急速な発達により、宇宙空間は人類の薪たな活動

　　　　　　　領域として登場してきた。ロケット、人工衛星等の薪たな手段によっ
／　て、鍵問の真相が次糊らかにされるとともに、これらの薪し　総

崩　　い瀟は、わ楠れの礪生活の多方敵利用されて、人肥会磯
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ぼす大きな効果を予見し、独力であるい嫡欧州宇宙資ケット機構（E

　LDO）、欧州宇宙研究機構1（ESRO）等に参加して開発を進めて

いる。

　　このような宇宙の開発、利用の・進展剛半い、宇宙活動の基本原則を

確立するため、昭和41年「月その他の天体を含む宇宙空間の探査お

　よび利用における国家活動を律する原則に関する条約」（宇宙条約）

が締結され、伺42年発効した。その後宇宙条約の関連協定である救

助返還協定が締結され、また、損害賠償協定についても現在国連の宇

宙空間平和利用委員会において検討されている。また・昨年ぐ「宇宙

空間の探査および平和利用に関する国連会議」が開催され・宇宙科学

　技術に関する先進国と後進国の格差の縮二等につき意見交換が行なわ

　れた。

5　このように、今や、研究と開発にあてられた最初の10年を経て・

’樟界は広範な宇宙の利用時代を迎えつ玉あり・近い将来において・宇

　宙空間の利用が国民生活の向上と産業経済の発展に不可決のものとな

　ることは明らかである。このような時期にあたらで、わが国において

　本格的に宇宙開発に取り組む具体的な意義は．次の点に要約される。

　　第1に、宇宙開発は自然科学の発展に大きな効果を及ぼすものであ

　る。すなわち、観測用のロケットや人工衛星を用いて、地球周辺の宇

！宙空間のみならず、月、金星、火星等の探査さらには惑星間の宇宙空

　聞の探査が行なわれ、これまで全く予想もできなかった事実の発見や・

　実証できなかった諸現象の解明がなされてきた。これらめ成果は従来

　の地上観測によっては期待しえないものであり、自然科学の多くの分

　野の進歩に画期的な貢献をするにとどまらず、20世紀に生活するわ
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れわれ人類に多大の啓発を与えている6

　第2に魂各種の人工衛星による宇宙の利用は、われわれの生活環境

の改善や文化の向上あるいは産業経済の発展に画期的な利益をもたら

している6すなわち、われわれの身近かには、すでに通信衛星が大陸

間のテレビ伝送や電話中継に、また、気象衛星が天気予報の精度向上

に利用されており、さらに、船舶や航空機の全天候航法への応用、正確

な地図の作成や離島位置の正確な決定への利用、農林水産や鉱山資源

の探査へめ応用等が行なわれっ玉ある。このよ・うな各種の人工衛星に

よる宇宙の利用は、国民生活の向上と産業経済め発展に画期的な影響

’をもたらすものである。

　第5に、宇宙開発は科学技術水準向上に大きな波及効果がある．宇

宙開発はきわめて広範多岐にわたる科学技術分野から最先端の技術を

引き出して、これを結集しくさらに一段と高い段階に引き上げていく

・強力な技術先導性を有するものである。宇宙開発は、超真空、極低温

等の宇宙環境に耐える性能、小型軽量化、信頼性等に関し、恥般の技

術開発の常識を超えた高い性能が要求されるととも、に、超遠距離を超

高速で飛しょうするPケットや人工衛星を意のままに操作するきわめ

て高精度の遠隔制御技術等各種の最新鋭技術を駆使することが必要と

なる。このため、宇宙開発の推進が科学技術全般の水準め向上にきわ

めて有効であり、一・般の技術開発では期待できないような薪技術の開

発を生み出す原動力となっている。

　誌面経済体制下にあって、自主技術の開発が強く要請されているわ

が国としては、技術分野の広さにおいても技術の先導性においてもき

わめて適切な目標である宇宙開発を強力に推進することによって技術
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　開発力の飛躍的な強化を図ることが必要である。

　　第4に宇宙醗は・わが国の国益の増進および国際友好の促進に

　大きく貢献するものである・．

　　宇宙開窮は、政治、外交面で世界的に注目をあびている分野であり・

　　その成果頓よって、その国の科学技衛の水準等齢およその国力が測られ

　　ると言っても過言でなく、宇宙開発が国際的地位の確保に及ぼす効果

　はきわめて大なるものがある。

　　今後は、国際的な協調体制の下における宇宙の開発および利用が一

　層活発になることが予想されるが、このような情勢に丸処して、わか国

　　の技術的能力を高め、実績を積み重ねることにより、諸外国と積極的

　　な協力を推進することが可能となり、’これを通じて国益を確保してい

　　くこζができる。

　　　さらに、最近は、低開発諸国の宇宙開発への参加の意欲が高まり・

　　国際連合においても、宇宙開発における低開発国援助の問題が大きく

　　取り上げられている。わが国としても、低開発国に対する技術援助を

　積；極的に行なうことは、単に国際友好の促進に役立つのみならず、諸

　　外国におけるわが国技術水準全般に対する評価の向上につながり、ひ

　　いてはわが国貿易の発展に資することになろう。

　4。以上述べた如く、宇宙開発の推進はわが国にとって極めて有意義で

　　ある。

　　　世界の宇宙開発にやや立ち遅れたわが国としては、今日、’強い決意

　　・と明確な開発計画をもって、宇宙開発を推進し、科学技術の進歩・国

　　民福祉の向上、産業経済の発展、国際友好の促進を図る必要がある。

策2節　計画策定に至る背景
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り．α）わが国の宇宙開発は、昭和50年、東京大学生産技術研究所にお

　　いて、宇宙科学研究を目的としそ始められた。同研究所は、まず、

　　ペンシルロケットの開発に着手し、以後、宇宙科学研究の要請にこ

　　たえて、カッパ郵㈹ロケット、ラムダ（L）ロケットと順次固体燃料を

　　用いた観測ロケットの大型化を進めるとともに、これらのロケット

　　によ1りボ宇宙線、電離層、大気光、地磁気等の観測を行ない、この

　　間ご昭和ろ2～55年の国際地球観測年（IGYう、昭和59年～

　　40年の太陽活動極小期国際観測年（IQSY）に参加・し、昭和4

　、0年にはX線星および電離層内め静電気波を発見するなど世界的に

　　も饅れた業績をあげてきた。昭和41年にはL漏もHロケットを高

　　度2，000㎞に打ち上げてわが国上空のバンアレ：ソ内側帯の観測を

　　行なった。一方、高度10，000㎞以上の高さにあるバンアレン外

　　側帯の観測を行なうためには、Lロケットよりもさらに大型のロケ

　　ットが必要となり、昭和58年よりミューΦめロケットの開発が進め

　　られた。

　　　昭和59年には、全国研究者の共同利用研究所として」東京大学

　　に宇宙航空研究所が設置され、以後L宇宙科学研究は同研究所を中

　　心として推進されている

　　科学衛星計画については、昭和58年に開催された日本学術会議

　　宇宙空間研究特別委員会主催の「人工衛星に関するインフォーマル

　　・シンポジウム」を契機として、科学衛星開発の必要性が宇宙科学

　　者の間で強く要望ざれるにいたり、東京大学宇宙航空研究所が開発

　　中のMロケットにより科学衛犀の打上げが技術的に可能となること

　　からべMゴケットに：よる科学衛星計画を推進することになった。
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　　このため、同研究所では、M－1DおよびM－5D鐸ケットの飛

　しょう実験、科学衛星打上げ技術を修得するためのし－4Sロケッ

　ト等の飛しょう実験を行なってきた・

　　科学衛星については、電離層、短波帯太陽雑音、宇宙線等の観測

　を行なう第1号科学衛星はすでに完成し・現征プラズマ波・プラ

　ズマ密度等の観測を行なう第2号科学衛星および太陽軟X線等の観

　測を行なう第ろ号科学衛星の製作を進めるとともに、各種宇宙線の

　観測のための第4号科学衛星の試作を行なっている。

（2＞一方、実用の命野におげる宇醐発は・昭和55年頃から科学技

　術庁、郵政省、運輸省および建設省においてそれぞれの所掌に応じ

　て：進められている。

　　科学技術庁は、実用衛星の打上げを行なうには、高精度の誘導制

　御技術を必要とすることから、液体μケットと誘導制御技術に重点

　を置いて開発を進ぬ昭和ろ8年に1ましS一㌍ケットの第個飛

　しょう実験に成功した。

　　昭和ろ9年、実用面における宇宙開発の中核機関として・科学技

　術庁に宇宙開発推進本部が設けられた。同本部においては、実用衛

　星の打上げ用ロケットとして、東京大学の開発している、固体ロケ

　ット技術を基礎と、して、これに同本部カミ開発している液伽ケット・

　誘導制御技術の成果を加えて、Mワケツトよりも大型かっ高性能の

　ロケットを開肇する構想がまとめられた。

　　同本部は、昭和う9年前らこの実用衛星打上げ用ρゲツトのシス

　テム殺計に着手するとともに、・LSロケットの大型化・高性能化を

　、図るための開発およびジンバル、2次噴射等の誘導制御技術に関す

一一 U一

　る開発を進め、また、各種実用衛星に共通する技術として、姿勢制

　御技術、・電源等の開発を行なってきた。

　　同本部は、実用衛星の打上げ場として、鹿児島県種子島に種子島

　宇宙センターを設け、LS－C戸ケット等の飛しまう実験を行なつ

　ている。

　　実用衛星については、前述の各省庁において調査研究が進められ

　てきたが、近年に至り、世界における実用衛星の開発および利用の

　進展に伴い、わが国においても、これらに関する研究および開発が

　活発になった。

　　すなわち、気象庁気象研究所、運輸省電子航法研究所ならびに海

　上保安庁水路部および建設省国土地理院においては、それぞれ気象

　衛星、航行衛星、測地衛星に関する調査研究を進めてきている。

　　とくに郵政省電波研究所においては、すでに昭和45年から電離

　層観測衛星のプロトタイプの製作を始めており、また、昭和41年

　からは郵政省が中心となり、郵政省・日本電信電話公社、日本放送

　協会および国際電信電話株式会社が共同して、通信衛星の開発を行

　なうことを検討してきている。

（3）　この間国として宇宙開発の重要問題について検討するために、昭

　和ろ5年以降総理府に宇宙開発審議会が設置され、わが国の宇宙開

　発の基本方針、具体的方策等について数次にわたり答申および建議

　を行なってきた。しかしながら、世界における宇宙開発の進展およ

　び前述のようなわが国宇宙開発の活発化に伴い、今後、わが国とし

・ても本格的に宇宙開発を進めてゆくため、長期的な開発計画を明ら

　かにするとともに、開発体制を一元化すべきであると、いう要請が強
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　まってきた。

　　このため、宇宙開発審議会は、昭和42年諮問第4号「宇宙開発

　に関する長期計画および体制の大綱について」に対して答申を行な

　い、長期計画については、昭和45年度から昭和48年度に至る期

　間において、科学衛星、静止衛星を含む実用実験衛星およびこれら

　を打ち上げる能力を有する鐸ケットの開発を行なうべきであると述

　べ、また、開発体制については、わが国の宇宙開発に関し・国とし

　て統一ある構想のもとに、基本的な計画を審議決定するとともに・

　計画の進行途上における評価および調整を行ない、それが国の最高

　方針として十分尊重されるような委員会を設置するほか・国の計画

　に沿って、官学民が一致協力して開発を行なう開発機関の設置・所

　要の行政機構の整備等を行なう必要があると述べている・

　　　この趣旨に沿って、昭和45年には、わが国宇宙開発の総合的か

　　っ計画的な推進に資するため、総理府に宇宙開発委侵会が設置され、

　　また昭和44年10月には、政府、学界：および産業界が一致協力し

　　て開発を行なう中核機関として、宇宙開発事業団が設立される予定

　　となっている。

2．以上に述べたような宇宙開発委員会の設置に至る経緯にかんがみ・

今後ますます本格化するわが国の宇宙開発に関して・一元的かつ長期

　的な計画を策定し、適切な開発目標とこれを達成するための具体的な

　手順を明らかにすることが急務となっている。

　　さらに、人工衛星とロケットの開発は、宇宙開発事業団を中心とし

　て官、学、民の総力を結集してはじめて可能になる巨大な事挙である・

　宇宙開発の所期の目標を達成するためには、これら関係各機関が宇宙

一8一・

開発の全体計画を把握し、その計画における各機関の役割を十分に認

識し、これを推進するための十分な体制を整えたうえで・開発を進め

ていぐ必要がある，，

　また、宇宙開発は多額の国家資金を要するので、資金の効率的な運

用を図るとともに、広く国民全般の支持のもとに、これを推進するこ

とが必要である。

　このよう・な観点からみても、国の宇宙開発に関する長期的な計画を

明確にし、その実施にあたっては国力に応じて推進を図るζとが必要

である。
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第2章　将来の展望と開発の必要性『

　第イ節　将来の展望

　　t　わが国の宇宙開発計画を策定するにあたっては、宇宙利用の時代を

　　口迎刻た世界の動向を見守りっっ、将来のわが国宇宙開発のあるべき姿

　　　を展望し、・その展望のもとにわが国宇宙開発の方向を明らかにしたう

　　　えでこれを行なわなけれぽならない。

　　　　人工衛星の開発は、われわれに情報の収集および伝達に新しい手段

　　　』を提供した。

　　　　この丸しい手段は．1つのシステムに広範な地域を包含しうること、

　　　地球上および宇宙の諸現象を地上とは違った角度から観測できること、

　　　大気、電離層等の自然現象に影響されない安定した情報の収集、伝達

　　　が可能になることなど従来の手段とは全く異なった特徴をもつもので

　　　ある。

　　　　この特徴は、すでに宇宙の諸現象の観測、通信、気象観測、航行援

　　　助、測地などの面に応用されっつあるが、このほか、地球資源の探査

　　　に利用するなどの研究が進められており．人工衛星の利用は、将来ま

　　　すます拡大されていくものと考えられる，，

　　　　このような宇宙利用に関する世界の動向、後述するような各利用分

　　　野におけるわが国としての開発の必要性および技術的能力を考慮すれ

　　　ぽ、わが国においては、今後10年程度の間に、諸外国および国際組

　　　織において打ち上げられる衛星の利用に加えて、次のようなわが国自

　　　らの開発および利用がなされているものと考える。

　　2．すなわち、科学研究の分野においては、人工衛星の開発等により宇

　　　宙科学の研究が進展し、学術の発達に大きく貢献してきた。しかし、
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広大な宇宙の諸現象からみれぽ、これまでの観測により得られた薪知

識はきわめて限られたものにすぎず、人工衛星等による科学観測は国

際的にますます大規模に進められていくであろう。．わが国としても、

国際協力に留意しつつ、独自の計画をもって、宇宙科学の研究を推＝進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

していく必要性が増大していよう。このため、楕円軌道および略円軌

道に打ち上げられたわが国独自の科学衛星による電波、放射線、粒子

線等の観測から、さらに進んで超長楕円軌道、静止軌道等に打上げら

れた衛星によって、太陽風の観測、磁気圏の観測、高精度の天文観測

等が行なわれているであろう。また、小動物等を乗せた生物衛星の打ち

ぢ上げにより宇宙生物学、宇宙生理学等の研究や、さらに無人小型探

査機による深宇宙探査が行なわれていることも考えられる。

　通信の分野においては、情報化社会の時代を迎えて、電話、画像通

信、、データ通信等通信需要が飛躍的に増大することは必至であり・こ

れに対処するため、国内幹線通信用・移動通信用等として｝実用静止

通信衛星が従来のマイクロ波通信等の地上系とともにそれぞれの特色

に応じた通信サービスを分担して行なうこととなろう・さらに、テレ

ビ難視聴地：域の解消、教育放送の充実を図るため・集団向けξ）放送衛

星、あるいは家庭向けの放送衛星について調査研究が進められていよ

う、、これらの技術を確立することにより、地域的な国際通信衛星の打

上げは容易なものとなろう。また、電離層を利用する無線通信を安定

レて行なうため、電離層観測衛星が中高度に打ち上げられ、電離層臨

界周波数の世界分布の観測に利用されていよう。さらに進んで、電波

警報衛星が打ち上げられ・宇車じ雰う乱による無線通信障害の警報が

行なわれ、また、標準時刻衛畢が打ち上げられ、きわめて高精度な時
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報が行なわれでいることも考えられる。

　気象の分野においては、巨額の自然災害をこうむっているわが国に

とって、気象予報の精度向上に対する要請はきわめて強く・このため・

各種の気象衛星が打ち上げちれて気象データの収集が行なわれていよ

う。気象衛星には、衛星に観測機器を搭載して気象観測を行なう静止

衛星および中高度極軌道衛星と大気または海上に観測機器を搭載した

ゾンデまたはブイを放流し、これから送られてくる気象データを中継

して管制センタ』に送信する中高度衛星があり、これらが総合的に運

用されて台風、梅雨、集中豪雨等の予報に重要な役割を果たしていよ

うみ

　航行の分野においては、産業経済の高度化と国民生活の向上に伴い・

船舶および航空機による輸送が著しく増大し、かつ、高速化されてく

る力気これらの安全の確保と運航能箪の向上を函もたあご新しい航行

援助システムとして航行衛星が広く利用され；（いよう。全世界に多く

ゐ商船及び航空機の航路を有し、多数の漁船を出漁さぜているわが国

とし七は、これちの利用者にもっとも適したシステムの設定ゐ必要で

あり、：とぐに太平洋に重点を置いた飢寒型の航行衛星ぷ打ち上げられ

て、船舶および航空機の位置測定ならびにこれらに対する交通管制指

令、気象情報等の通報に利用されていよう。

　測地ゐ分野においては、日本列島および離島の位置を正確に求める

とともに、日本列島の地殻変動を正確に把握すみため、中高度気球型

衛星i等が打ち上げられ、継続的な観灘が行なわれこ（いよう。

　ヒめぬか、地球資源の探査を行なうためめ資源探査衛星が打ち上げ

られ講噸源の探知などに利用さ紋、・ること三筋れる？

一・〆 P2：一

5　次に、これらの衛星を打ち上げるための鐸ケットについては・現在・

　全段固体のM戸ケットの開発が進捗し、また固体ロケットと液体ロケ

　、ットを組み合せたQロケヅトの開発が行なわれており・Mロケットに

　より科学衛星を、Qロケットにより電離層観測衛星等の中高度衛星を・

　また今後開発を行なうN・ケットによケ実験用静止通信衛星等の静止

　または同期衛星を打ち上げるごとが可能となる。Mロケットによって

　は打ち上げられない大型のあるいは高高度の科学衛星については・Q

　　またはNロケットによって打ち・上げられよう・

　　実用静止通信衛星あるいは放送衛星の打上げには、重量が大きく・

　かつNロケットより一層強力なロケットが必要となり・またその他の

　分野の実用衛星についてもさらに大型のものへと移行することが十分

　予想されるので、QおよびNロケットの大型化・圃高性能化のための研

　究および開発が進められていよう。

　4．以上、今後、10年程度の間におけるわが国の宇宙開発の展望を述

　　べたが、これらを計画として具体化するためには、現在行なわれてい

　　るMロケット：およびQロケット、科学衛星および電離層観測衛星等の

　欄発を推進し、これらの成果をもとにして・ここ数年の間に・即ヶ

　　ットを開発して実験用静止通信衛星を開発、打ち上げることにより、、

　　静止衛星打上げの能力をかん養するζととし、さらに前述の各種衛星

　　につき、・その緊急性、経済性等について検討のうえ・国力に応じた具

　　体的な打上げの計画を定め、この計画のもとに逐次打上げを行なうこ

　　ととするのが適当である。

第2節　人工衛星開発の必要性

　1．　科学衛星
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（1）宇宙に存在する各種の天体は、電波、赤外線、可視光線、X線、

　7線などそれぞれ特有の放射線を放出しており、また、太陽の活動

　の消長に関連して、太陽から地球にいたる宇宙空間にはさまざまな

　自然現象が起っている。

　　宇宙科学は、これら、宇宙からの各種放射線や宇宙空間における

　諸現象の真相を究明することを目的とした自然科学の分野であり、

　さらに宇宙の実利用に関しその基盤をつちかうものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒
　　宇宙科学の研究は、従来、地上観測網によって進められてきたが、

　放射線として：伝達される天体からの各種情報は地球をとりまく大気

　にはぽまれ、地表では、光線、電波などの狭い範囲を通してその一

　部しかとらえることができなかったので、広大な宇宙空間にどのよ

　うな現象が起り、それらの現象間にどのよう・な相互関係があるかを

　正確に知ることができなかった。

　　しかし、宇宙空間を飛しょ．うする観測ロケットおよび科学衛星の

　実現によって、大気の外において宇宙空間を直接観測することがで

　きるようになって以来、宇宙科学の研究は急速に発展した。

　　とくに科学衛星は、宇宙空間を長期的かつ横断的に観測すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胸

　ができるきわめて有力な手段であり、これによって宇宙空間の諸現

　象の季節的な変化を把握することができるぽかりでなく、天体から

　放出される放射線に関する各種の情報、とくに微細な情報を連続的

　に観測することが可能となり、さらには宇宙空間に起る突発的な現

　象をとらえることが可能となるなど宇宙科学の研究にとって欠くこ

　とのできないものとなった，、

　　これまで、科学衛星による科学研究によって、地球を・どりまく宇

　　　　　　　　　　　　一14一

　宙空間に巨大なドーナツ型をした荷電粒子のかたまりであるバンア

　レン放射能帯が存在することが発見されたことをはじめ幾多の成果

　があげられ・物理学の面における学術の発展に大きく貢献したぽか

　りでなく、宇宙生物学、宇宙医学等の新しい学問分野が開拓された。

　　しかしながら、広大な宇宙空間の複雑な諸現象からみれば、これ

　までの観測によって得られた知識は限られたものであり、今後、科

　学衛星等による観測は国際的にもますます大規模に進められていく

　であろう。

（2｝わが国における宇宙科学り研究は、第2回国際極年（昭和7年～

　8年）観測事業に参加して、電離層、地磁気等に関する地上観測を

　行ない、その成果が世界的に高く評価されて以来、宇宙科学者の層

　は次第に厚くなり、その研究基盤は強固なものとなった。

　　さらに、国際地球観測年（昭和52年～55年）事業の実施にあ

　たっては、わが国はアジア地域における中心的役割を担うものとし

　て、宇宙科学の各専門分野にわたり地上観測網を確立するとともに、

　この事業においてとくに重要視された飛しょう体による宇宙空間の

　直接観測事業において、独自に開発したPケットを打ち上げること

　忽よって、宇宙科学の飛躍的進展の基礎を築き、さらに太陽活動極

　小池国際観測年（昭和59年～40年）事業等の国際共同観測事業

　において大きく貢献した。

　　わが国における宇宙科学の特御ま・地上観測と飛しょう体による

　観測とを有機的に結びつけて、総合的な研究を行なうことにあり、

　これまで、宇宙空間における諸現象の相互関係に関する研究につい

　て顕著な業績をあげてきており、この面でわが国に対する世界学界

　　　　　　　　　　　　一15・一



の期待はきわめて大きなものがある・、、

　このような情勢、およびこれまでの観測ウ方ットの成果を基盤と

てた癖ケットが科学鯉打鐙の可能髄もつことから灘測・

ガゾ誘らさら礎んでわ姻獺の科輔星の実現が強く要望さ

れるにいたった。

　わが三朔ら科学醒の開発を行な．うことは・科学的価値の高い

独自の観測項目を選定し、もっとも適した時期に観測を行なうこと

・を可能とし、わが国の特色ある宇宙科学の研究をさら』に進展させ・

避醸融聴自嘩鮒すると．ともに・技繍

面としては、宇宙工学に回しい旧記分野を開拓するものである。

　　また、宇宙生物学および宇宙医学ρ研究の推進によって・宇宙空

間における地上生物の生活機能の特異性、宇宙における生物の存在・

分布、5 i化が究繭され、ひい「ヒはその成果は一一般の生物学、分子生

物嚢の確の獺の基鯉なすものとして二つとと磁く鵬

　されている。

　　さらに、宇宙科学の研究に関する国際共同研究は、今後ますます

　活発に行なわれることが予想されるが、わが国が特色ある科学衛星

　の開発、打上げを行ない、宇宙科学の研究を進め研究業績をあげて

おくことにより・これ噸な立場から簾的k参加するrと力河

　能となる。

　　　　　　　　　　　　一り6一一

2　電離層観測衛星

　　電離i層の状態は、場所、層時刻、季節等に応じ変化して炉る。したが

　って、短波通信のように電離層を利用する無線通信を行なう場合には、

通信の梢手方に応じてその伝ぼん通路上ρ電離層の状態を予測し・通

信時刻、・使用周波数などを最適値に選ぶことが必要である。

　　電離層の状態を知るためには、その電子密度を測定して臨界周波数

　の世界分布を知ることが必要である。現在、世界の約｛70の電離層

　肝魂所が相協力して臨界周波数の世界分布の予報函を作成しているが、

木洋、極地域など無人の地域では資料が得られず予報精度の向上にと

　って大きな問題となっている。

　　また、電波雑音とくに雷放電から放射される雑音は、地：域により、

　季節により嚢化する。その世界分布に関すや資料は・無線通信回線の

　設計、および運用上に非常に重要なものである。このため、現在・世

　界の16ゐ所の空電観測所において電波雑音の観測がなされ、その資

　料をもとにして電波雑音強度の予報図が作られているが、現在の方法

　では観測から得られる資料が少なく、またその精度も十分なものでは

　ない◎

②　このような電離層の臨界周波数、電波雑音などの世界的な分布を知

　るためには、2時間足らずで地球を一周する人工衛星を利用すること

　がきわめて有効である。

　　　　　　　　　　　　　一17一
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　諸外国においても、この電離層観測衛星の必要性に注目し、カナダ、

　アメリカおよびイギリスの共同開発によるアルキット衛星および国際

電離層研究衛星（ISIS衛星）がすでに打ち上げられている・しかし

　しながら、アルエット衛星で、全世界的な観測結果を得ようとすれぽ

各地に地上局網を張りめぐらす必要があり、またISIS衛星は、観

測資料の蓄積装置を備えてはいるが、蓄積能力の不足から全世界の5

分の1程度の資料しか得られないのが実情である・

　　このような他国の衛星を利用するだけでは十分な情報が得られない。

　わが国が、大洋上を含む地球上のあらゆる地：域の電離層状況を知るた

　めには、観測資料の蓄積能力をもっとも効果的に活用できるようなシ

　ステムの電離層観測衛星を独自に開発し打ち上げる必要がある。

ろ　通信衛星

（1）世界における通信衛星の開発状況をみると、まず・インテルサッ

　　ト組織においては、すでに打ち上げられた数個の通信衛星により全

　　世界をヵパーする通信網が構成されており、さらに5，000回線以

　　上の容量を有するインテルサットW衛星を打ち上げ、将来の通信需

　　要増に対処しようとしている。

　　　ヨ＿ロッパにおいては、フランスとドイツが共同して実験用通信

　　衛星（シンフォニー）の開発を進めているほか、欧州放送連盟（F

　　BU）においては放送番組の配給を目的とした実用衛星の打上げを

　　目標とした開発が進められており、カナダにおいても、1971年

　　までに通信衛星を打ち上げて国内衛星通信網を整備する計画が検討

　　されている。

　（2）　わが国における昭和50年代の通信業務においては・電話・画像
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通信、データ通信などを含む通信全般にわ丸る幹線系の大容量通信

サービス、その他の各種符号の送受信サービス等、大量かつ多種の

通信サービスが良質かっ高信頼度をもって迅速に行なわれることが

要請される。しかしながら、このような要請に対し、マイク貸波あ

るいはケーブル等を用いた地上伝送方式のみで対処することは、そ

の容量および災害時における信頼性の点からみて不十分であると考

えられる。衛星通信は、従来の地上通信方式の量的不足を補うばか

りでなく、地上通信方式では困難な通信をも可能とする特性を有す

るものであるので、将来の通信サービスの要求に対処するため、経

済性等を十分に検討しつつ、相当の通信容量を有する衛星の実用化

を図る必要がある。また、放送用の人工衛星については、現在世界各

各国で研究および開発が進められる気運にあるが、この放送用の衛星

星としては集団向けアレビ放送用あるいは家庭向けテレビ放送用な

どが考えられる。このうち家庭向けテレビ放送用の衛星については・

人工衛星から、各家庭にある既存の受信機で直接受信することがで

きるようにする必要があり、このため、この種の衛星はきわめて大

型のものとなると考えられるので実用化されるとしても相当長期間

の研究が必要であろう，，

　このように、通信衛星は、国の教育、文化、産業などの発展に寄

与するところが大きいばかりでなく、これらの発展が逆に通信衛星

の利用を必要とするようになるものと考えられる。おが国において

も、将来の社会経済の発展にともなう通信需要の増加を考えると・

衛星通信が大きな役割を果たすことは十分に予想されるところであ

り、このため、今から通信衛星の開発を進めることがきわめて重要
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　　である。

（3＞このような通信衛星の開発を行なうためには、今からその基本と

　癒る技術の開発を進めることが必要で南りギ実用通信衛星および放

　．送衛星の開発に必要とされる各種：の周波数を用いた広帯域通信実験

　　および電波の伝球ん三三の調査を行なうため・実験用静止通信衛星

　　の開発を早急に行なう必要：がある。

4冤象衛星

（1｝わが国の気象状況を常時監視し台風、集中豪雨などの気象の予警

　報を行なう・ことは・わが国におけ・る災害防止㌧交通◎安全確保等に

　　不可欠であるカ㍉従来の気象観測手段では、広範な洋上、大陸奥地

　　か5の資料収集が甚だ不十分であった。

　　　人工衛星による無象観測は・地球上勘かなる地点からも・等質の

　観測資料が得られるので・このさうな資料の不足を補ううえできわ

　　やて有効な手段である。気象衛星で得られる資料は・雲の写真、地

　　表および雲頂の温度、地球の熱収支などであり、また、大気圏浮遊

　ヅツデ、海上ブイなどを用いて観測した温度、風等の資料を収集する

　　るζ．ともできる。近い将来には、大気温度および水蒸気の垂直分布

　　の測定も可能となる。

　　気象衛星が気象業務に導入されると気象監視をより精密化、高速

　　化．、広範囲化することができ、それによって気象の予警報の高精度

　化、迅速化が期待され、災害防止、産業部門への貢献などその経済

　的利益はきわめて大きいものがあるど考えられる。

（2）台風、集中豪雨等は数時間のうちにその様相が変化するので、わ

　　が国としては、常時必要な時にこれらの資料を収集するため、わが

一20一

亀
角

曄

　国南方に位置する静止気象衛星とこれを補う役目をする移動気象衛

　星とを利用することが必：要である。

　　現在、実用気象衛星としては、アメリカのエッサ＼ニンパス等の

　気象衛星、ソ連のコスモス衛星があり、また、実験用の衛星として、，

　アメリカの応用技術衛星（A①S－1）が打ち上げられている。し

　かしエッサ衛星からの雲写真データの受信回数が1B1回であるた

　め、気象急変時の資料入手が困難であり、応用技術衛星から送信さ

　れる雲写真のわが国に関する部分は画像の周辺部にあたり歪みが大き

　　きく、その他の衛星は、わが国に対してデータの送信は全くない。

　　　これらの理由により、わが国でこれらの衛星を十分に利用するこ

　　とができない現状であり、また、近い将来、わが国が十分利用しう

　　るような気象衛星を外国で打ち上げる計画もない。

　　　したがって、わが国の気象を常時監視し、わが国独特の気象に適

　　した資料を得るためには、気象衛星を独自に開発し、打ち上げる必

　　要がある。

5　航行衛星

（1）世界における航空交通量の著しい増加と航空機の高速化に対処し・

　　限られた航空路に多数の航空機を同時に安全に、かつ、運航経済を

　　考慮して就航させるためには、地上において各機の相対位置を常時．

　　正確に把握するとともに、航空機との安定した通信による交通管制

　　が必要である。また、従来漁船および小型船の遭難の多くは、その

　　遭難位置を把握することが困難なため、適切な救難措置がとれず・

　　多数の人命を失なう結果となっている。このため、各船からの位置

　　通報による船位登録システムの計画が＝進められているが、・このシス
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　テムでは限られた船舶の予定位置を把握するにとどまるので、航空

　機におけると同様に、地上から漁船の位置を常時監視し、かつ、安

　淫した通信を確保しておくことが船舶の安全運航にも有効である、、

　　航行衛星システムによれぽ、衛星を介して船舶、航空機から反射

　してくる測距信号を処理することにより、大洋中に：おけるこれら多

　数の船舶、航空機の位置決定をきわめて短時間に陸上において行な

　うことができ、上記の地上からの常時監視という目的を十分に達す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翰
　ることができる。また、この衛星を通じて陸上と船舶、航空機との　瓢

　間に航行業務に直結した特殊通信（航行管制や気象、海象データの

　伝送等）も安定に行なうことが可能となり、航行の安全はより確実な

　なものとなる。

②　船上および航空機上で、それ自身の位置を求めるためには、在来

　のロラン、デッカなどのほか、近く実現を見る予定の超長波利用の

　航行援助システム（オメガなど）があり、また航空機に対してはド

　ップラー航法、慣用航法等の自律航法装置があるが、こ．れらは地上

　からの監視と特殊通信の機能をもっていないし、アメリカ海軍の航

　行衛星（いわゆるトランシット衛星）システムも、やはり船舶また

　は航空機が自分の位置を知る機能しかもっていない。　　　　　　　v

　　このような観点から、アメリカは監視と特殊通信の両機能を主業

　務とした航行衛星システムの開発研究を開始している◎イギリス、

　フランスなどにおいても、向様な航行衛星システムの開発に多大の，

　関心をもっており、とくにフランスは同システムの開発の構想を明

　らかにしている。また国際民間航空機関（ICAO）、政府間海事

　協議機関（IMCO）等の国際機関においても、航行衛星の利用分
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　　野と技術的問題について検討を進めている、、

③　したがって、地上よりの監視および特殊通信を主業務とする航行

　　衛星システムが、近い将来、わが国でも必要となることは確実であ

　　り濠そのシステムに航行援助用としての業務を併せもたせることは

　　システム利用の面からも有効である。とくにわが国は、海空の交通

　　に対する地理的条件から見ても、また漁船および一般小型船を含め

　　た利用者の絶対数が多いことから見ても、航行衛星の必要度の高い

　　国の一つであり、また漁船を主たる対象の一つとするなどの特殊な

　　事情もある。さらに国際的にも、当面露点の自主的な開発努力が期

　　待されていることにかんがみ、わが国において独自の航行衛星を開

　　発する意義は大きい。

6　測地衛星

（1）遠く海を隔てた離島の位置については、従来これを正確に測る方

　　法がなく、時には1キロメートル以上におよぶ誤差があるものと推

　　定されている。人工衛星を利用すれぽ陸上における三角測量に匹敵

　　ないしはこれをしのぐ精度で、その位置を定めることができる。ま

　　た、現在の一等三角網よりも長大な辺をもつ零等三角網を確立する

　　ことによって、在来の一等三角網を精密化することが可能となる。

　　　さらに、連続観測による地殼の水平移動の検出により、大陸移動

　　の検証、地震予知などに役立つことが期待される。

　　　既存の外国の測地衛星は、世界的な規模における広域の測地を主

　　たる目的としており、わが国のように比較的局部的な測地には必ず

　　しも適したものではない。したがって、わが国としては、わが国の

　　おかれている地理的環：境を考慮し、より低高度かつ精度の高いシス
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　　　テムを開発し、これを利用して測地を行なう必要がある・，

　　（2）　また、世界的に衛星測地が利用されれば、これまでばらばらであった

　　　つた世界の測地網が結合され、世界的に統一された正確な地図およ

　　　び海図の作成が可能となる。なお、これにより正確な地球の大きさ・

　　　形状がわかり、衛星軌道の解析を通じて、地球の力学的性質を知る

　　　ことができるが、これは天文学や地球物理学においてはもちろんの

　　　こと今後め宇宙科学の発展にとっても極めて重要なことである・

　　　　この世界的に統一された地図をつくるという衛星測地の究極の目

　　　的を達成するためには、わが国は進んで測地衛星を打ち上げ・国際

　　　的な測地に協力してゆく必要がある。

　　（3）なお、現在検討中の測地衛星は、諸外国の衛星に比べてその開発

　　　が比較的容易であり、衛星、地上機器ともきわめて安価である。

第5節　ロケット開発の必要性

　1　前述のように、わが国においては今後10年程度の間に各種：の人工

　　衛星を打ち上げるごとになるものと考えられるが、これらの各種人工

　　衛星の軌道：および重量からみると、すでにわが国において開発が進め

　　’られて、・るM、Qおよび今後開発を行なうNの一系列のロケットを完

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠・
　　成することによって、その大部分のもめを打ち上げるごとができるもの

　　のと考えられる。すなわち、Mロケットにより科学衛星を・Qpケッ
　　　　　　　妻
　　トにより電離層観測衛星、測地衛星等の中高度衛星を、またNロケッ

　　トにより実験用通信衛星、、気象衛星、航行衛星等の静止ま；たは同期衛

　　星を打：ち上げることが可能となるもの’と考えられる。

　2　わが国が人工衛星の開発および利用を行なうにあたり，、このような

　　ロすットを開発することは、わが国宇宙欄発の宙主性を保持し、その
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　円滑な遂行を可能ならしめるものである。

　　また、これちのロケット：を蘭発することは、将来大型の通信衛星等

　の大重量の人主衛星を打ち上げる必要が生じた場合、Rロケットより

一層大型のμケットを開発する技術的基礎となるものである。

　　さらに、人工衛星打上げ用ロケットの開発は、先導的な技術開発で

　あって、わが国の技術水準の向上にきわめて大きな効果を及ぼすもの

　である。たとえばμケットの開発には、超高温に耐える材料に関する

　技術、きわめて高精度の誘導制御技術、軽量かつ小型の電子機器、電

源等に関する技術の開発が必要となる。このような高度の技術を開発す

　することにより一般技術水準は格段の向上をみると考えられる。加う

　るに、自らのPケットによる人工衛星の打上げ能力をもっことによっ

　て、宇宙開発に関する国際的発言力ははじめて十分な裏付けをもつも

　のである。

5　これらロケットの開発を行なうに必要な技術的基盤については、わ

　が国は電子技術、材料技術等の一般技術においてはすでにかなりの水

準に達しているとともに、過去十年余にわたる固体ロケットの開発の

　実績を有し、また、最近においては、液体ロケット、誘導制御技術等

　の研究開発もかなりの進歩をみせている。このような現状から、これ

　らロケットの開発は十分に可能であると考えられる。

　　ロケットの開発には多額の経費が必要となるが、わが国の場合一系

　列のロケットにより前述のように多数の人工衛星を打ち上げ、多彩な

　宇宙活動を行なうことが考えられ、それによって得られる経済的社会

　的効果、前述の技術水準の向上その他の効果をあわせ考慮すれぽ、こ

　の際これまでの技術を基礎として静止衛星の打上げ能力を確立しうる
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　ようロケットの開発を本格的に推進すべきであると考えられる。

4　現在、宇宙開発を推進している米・ソはもとより、イギリス、フラ

　ンス、ドイツ等の諸国はロケットの開発を積極的に推＝進しており、わ

　が国としても、これらの諸国に伍して、国際協力に留意しつつ、国力

　にふさわしい計画をもって・人工衛星のみならず・これを打ち上げる

　ためのロケットの開発を早急に進める必要がある。
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第ろ章　宇宙開発計画の概要

　　本計画においては、今後10年程度のわが国の宇宙開発を展望しつつ、

　昭和44年度から向う5～6ケ年程度の間における人工衛星および人工衛

　星打上げ用ロケットの開発ならびに人工衛星の打上げおよび追跡に関する

　基本的な計画を定めた。

　　すなわち、各論第1章「開発計画」においては、人工衛星およびその打

　上げ用ロケットの開発については科学衛星基礎実験衛星電離層観測衛星お

　よび実験用静止通信衛星ならびにM、Qおよび蕪の各ロケットの開発計画

　を、また、施設についてはこれらの人工衛星およびロケットの闇発、打上

　げおよび追跡等に必要な施設の整備計画を述べた。しかし、実用衛星のう

　ち、気象衛星、航行衛星および測地衛星については、できるだけ早期に打

　上げを行なうことζするが・その開発・打上げの計画の決定は昭和45年度

　度以降に行なうこととしたため、本計画では、当面行なうべき研究の計画

　を述べるにとどめた。

　　第2章「開発体制の整備」においては、この計画を遂行するに必要なる

　開発体制整備の方策について述べ、第5章「宇宙開発の促＝進に泌要な諸施

　策」においては、今後のわが国の宇宙開発を自主的に進めていくために必

　要な人材の養成、情報流通の促進、先行研究および関連研究の推＝進、国際

　協力の推進、普及啓発その他の重要事項に関する方策について述べた。

　　な挙・本計画については毎年その見直しを行ない・研究および開発の進

　捗状況等に応じ、必要な修正を行なうζととする9

　第歪節　計画策定の基本的考え方・

　　1、前述のように、科学衛星、電離層観測衛星、通信衛星、気象衛星、

　　　航行衛星および測地衛星は、それぞれわが国として開発を行なう必要
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があり、その結果得られる利益もまたきわめて大なるものがあると認

　められる。

　　しかしながら、今回の計画は、わが国が本格的な宇宙開発に取b組

む第1期の計画ともいうべきものであり、宇宙開発に関する世界の動

向ならびにわが国における研究および開発の進展の状況からみて．本

計画の期間内における人工衛星およびロケットの開発、一打上げはでき

　るだけ重点的にこれを行なうこととし、わが国にふさわしい計画とす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勲

　る必＝要がある。

2　このような観点から、各衛星について検討するに、科学衛星は、わ

が国においてもっとも早くから開発が進められてきたものであり、す

　でにその第1号衛星は、打上げを待つぽかりの段階にあるほか、第2

号以降の衛星も開発がかなり進められている状況にあることおよび先

進諸国の状況kもみられる如く科学衛星の打上げが宇宙科学の研究に

　とって重要な意義を有することを考慮し、これまでの開発を引き続き

推進する必要がある。

　　電離層観測衛星ほ、折すでに開溌が進展し、昭和45年度からはプロ

　トタイプの製作に入っていることおよび電離層観測衛星による観測が

短波通信の予報警報に重要なものであることにかんがみ実用の分野に

　おける第1号衛星として早急に開発を進める必要がある。

　　その他実用の分野における人工衛星については、国際的な実用衛星

　の開発および利用の状況、国内における研究の進捗状況および各種実

　用衛星システムにおいて静止衛星あるいは同期衛星め使用が重要であ

　ることにかんがみ、本計画期間内においては、実験期静止通信衛星の

　蘭発鼠打上げを目標とすべきである。
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　気象、航行および測地の各実用衛星については、できるだけ早期に

打上げを行なうこととするが、これらの利用システム等については現

在国連の専門機関車において検討が進められている段階にあるものも

あるので、その具体的な開発、打上げの計画の決定は、とれらの国際

的な検討の進展に留意’しつつ、昭和45年度以降において行なうこと

とし、当面は、システム、搭載機器および利硝技術の研究蓋よび開発

を進めるとともに、国際共同研究および開発の可能性についても積極

的に検討を行なうことが必要である，，

　なお、資源探査衛星および生物衛星についても、現在これが国際的

に注目されており、先進諸国に詫いても研究が行なわれ’ていることに

かんがみ、わが国においても早急に調査研究を欄隣することが必要で

ある。

　　これらを打ち上げるためのロケットについては、科学衛星打上げ用

のMロケットは、そめ開発がかなり進捗しているが、その信頼性が得

ら勉るまでは引き続き開発を進める必要がある。電離層観測衛星、実

験用静止通信衛星をはじめとする各種衛星を打ち上げるためには、さ

　らに大型かつ高性能のロケットを開発する必要があるので・ロケット

全般に誘導制御を備え、かつ、液体ロケットを組み込んだ（訪ロケット

ｨよびNロケヅトの着発を早急に進ある必要：がある。

乙　したがって、現段階においては、本計画の重点を次に置くものどする。

ω　Mβケットおよび科学衛星の開発を進め、Mロケヅトにより科学

　　衛星の打上げを行なうこと。

一く2）・Qロケット、蔚ロケットおよび基礎実験衛星を開発して静止衛星

　・の打上げ能力を確立すること。
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　　（3）　電離層観測衛星および実験用静止通信衛星を開発して、それぞれ

　　　QロケットおよびNロケットにより打ち上げること。

　　（4）気象、航行および測地の各衛星を打ち上げるためのシステム、搭

　　　載機器および利用技術の研究および開発を行ない・必要に応じて搭

　　　載機器を基礎実験衛星に組み込んで実験を行なうこと。

第2節　開発計画の概要

　1　人工衛星の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購
　　（D　科学衛星の開発

　　　　天体放射線の観測をはじめとする各種の科学観測を行なうため・

　　　昭和48年度までを目標に、第2号から第6号までの科学衛星を開

　　　発し、昭和44年度から第1号以下の衛星を順次Mロケヅトにより

　　　打ち上げる。

　　②　基礎実験衛星

　　　　電離層観測衛星および実験用静止通信衛星の打上げの予備実験を

　　　行ない、ロケットの能力の確認、搭載機器の信頼性の確認・軌道変

　　　換実験、姿勢制御実験等を実施するため、基礎実験衛星を順次開発

　　　し、Qロケットにより打ち上げる。

　　（3）電離層観測衛星の開発

　　　　電波予報・警報の業務に資するため、電離層の臨界周波数の世界

　　　的分布等を定常的に観測する電離層観測衛星を昭和　　年度を目標

　　　に開発し、Qロケットにより打ち上げる。

　　（4＞実験用静止通信衛星

　　　　静止衛星を利用して準ミリ波帯、ミリ波帯等の周波数を用いた通

　　　信実験、電波伝ばん特性の調査等を行なうため、実験用静止通信衛

　　　　　　　　　　　　　　一50一

　　星を昭和　　年度を目標に開発し、Nロケットにより打ち上げる。

　（5）その他の人工衛星の研究計画

　　　気象衛星、航行衛星および測地衛星については、できるだけ早期

　　に打ち上げることを目標に当面はシステム、搭載機器の研究および

　　開発をすすめる。

2　人：工衛星打上げ用ロケットの開発

（1）　Mロケット

　　　Mロケットは全段固体の4段式ロケットであり、昭和44年度以

　　降第4号以下の科学衛星を逐次打ち上げることを目標に開発を進め、

　　漸次面起に2次噴射制御装置を付加し、構造の軽量化、推進薬の改

　　良を行なう等により、ロケットの信頼性の向上を図り、昭和48年

　　度：を目標に重量約50kρの衛星を近地点約500㎞、遠地点約

　　50，000㎞の長楕円軌道に打ち上げることができるまで、その性

　　能を向上させる。

　（2）　免ロケット

　　　Qロケットは実用衛星の打上げk必要となる正確な誘導制御等の

　　技術を確立するために開発するものであり、1．2段および4段目

　　に固体、5段目に液体推薬を用い、全段に誘導制御を行なう4段式

　　Pケットとし、重量約85㎏の衛星を高度約1，0QO㎞の円軌道に、

　　また重量約50kgの衛星を静止軌道に打ち上げる能力を有するもの

　　とする。

　　　これまでに進められてきた概念設計に基づき、各段ロケットエン

　　ジン、誘導制御装置等の試作、各種の性能確認試験等を十分に行な

　　うとともにLS－C、JCR等の小型ロケットの打上げによって・

　　　　　　　　　　　　　一51一



　　システム、部品の性能確認実験を行ないながら、基本設計、細部設

　計およびロケットの製作を進める。さらに地上総合試験用ロケット

　　による各種地上試験、基礎実験衛星の打上げ実験等を行なった後、

　昭和　　年度を目標に電離層観測衛星を打ち上げる。

（3）　聾ロケット

　　　Nロケットは、静止衛星打上げ用ロケットであり、Qロケットの

　開発により得られたロケット・エンジン、誘導制御等に関する技術

　を基礎に開発する4穀式ロケットと・し、重量約100キログラムの

　静止衛星を打ち上げる能力を有するものとする。Nロケットの開発

　　は、Qロケットによる小型の静止基礎実験衛星の打上げ実験を経て、

　昭和　　年度に実験用静止通信衛星を打ち上げることを目標に開発

　　を進める。

5　施設の整備

（1＞　人工衛星およびロケットの開発に必要な試験施設

　α）基礎実験衛星、電離層観測衛星および実験用静止通信衛星の開

　　　発のため、大型熱真空環境試験装置をはじめとする各種の試験装

　　　麗を整備する。

　　　　科学衛星の開発のため。既設の試験施設に加えて衛星に搭載す

　　　る観測用機器の各種試験施設を整備する・

　　（ロ）　Qロケットの開発のため、ロケットエンジンの燃焼試験装置を

　　　はじめとする各種の試験装置を整備し、Nロケットの開発のため・

　　　ロケットエンジン機器等の大型化、高性能化等のために必要な施

　　　設の四二、整備を行なう。

　　　　また、Mロケットの信頼性の向上に必要な試験施設の充実・整
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　　　備を行なう。

　　の　宇宙開発事業団において開発に必要な試験：施設の整備を行なう

　　　　にあたって’は、大型熱真空試鹸装置をはじめとする大型の装置、

　　　各種あ機器に共通して使用しうる機器等を集中的に設置し、管理、

　　　　データ処理等を効率的に行なっていくものとし、蘭係研究開発機

　　　関の共用に供しうるよう，配慮するものとす為・　＼　戸

　（2＞人工衛星およびロケットの打上げ施設

　　　実用分野の衛星およびロケットの打上げ用として嬬、種子島宇宙

　　センターに、Q・ロケット関係の罰点系諸装置、中央指令系、レーダ

　　　・テレ1メータ系、光学観測系等の施設を整備する。また、Nロケッ

　　　ト関係の施設として射点系諸装置を新設するほか、中央指令系、レ

　　　ーダ・テレメータ罵声の施設を増設する。

　　　科学研究分野の衛星およびμケットの打上げ用としては、東京大

　　　学鹿児島宇宙空間観測所内の既設の諸施設を充実すみとともに制御

　　　系の施設を整備する。

　（3）人工衛星の追跡等に必要な施設

　　　　実験用静止通信衛星第5号以降の科学衛星等の追跡を行なうため・

　　　距離および距離変化率測定方式（8＆RB方式）等の追跡施設を整

　　　備し、また、追跡ネットワークの中枢施設となり、衛星の運用・管

　　　理およびデータ取得の業務のうち一元的に実施する宅とが適当と認

　　　められる業務を行なうための施設を整備する。

　　　　また、科学衛星のデータ取得、制御等に必要な施設を充実、整備

　　　する。

第5節　開発体制の整備

　　　　　　　　　　　　　　一55一



1，　米ソをはじめとする宇宙先進諸国においては、宇宙開発を強力かつ

効率的に推進するため、それぞれ一元的な開発体制の整備を進めている。

　　わが国たおいても、開発体制の一元化を図るため、昨年、宇宙開発

委員会が設立され、ま起本年1．0月には開発の中核機関として・宇宙

　開発事業団が設立されようとしている・

2　わが国の宇宙開発をより一層総合的かつ計画的に推進するためには・

　宇宙開発委員会の機能を強化するほか、その事務を的確に処理し・必

　要な行政事務を遺漏なく遂行するため所要の機構を整備強化する・

　　また、新設の宇缶開発事業面については関係機関からの要請に十分

　に応えうちよう向事業団の技術能力を高め、その機構の強化充実に努

　める。さらに以下に記すとおり関係各機関の役割を明確にし、その役

　割に応じ、相互の協力を維持しつつ、それぞれの体制を整備していく

　ことが必要である，、

　（1）人喰衛星および入工衛星打上げ用ロケットの開発、人工衛星の打

　　上げ・人工醒の髄決定および予報ρための追蹴宇醐藩業

　　団が行なう。

　　　ただし、東京大学宇宙航空研究所において進められている科学論

　　手打ち上げ用Mロケットの開発は、同ロケットの信頼性が得られる

　　段階までは、同研究所が引き続き行なうこととし・科学衛星の開発

　　については、宇宙科学研究に密接に関連して開発されることにかん

　　がみ、原則として同研究所において行なうこととする・

　②　人工衛星の研究については、利用機関がそれぞれ利用の実態をふ

　　まえて研究を進めることとする。

　　　宇宙開発に関係のある国立試験研究機関は、それぞれの所掌に応

　　じて宇宙開発に参加協力することとし、大学においては・宇宙開発

　　に関し、巾広く研究が行なわれることを期待する。

　　　また、民間企業に対しては、各々の技術基盤の確立・向上を図る

　　　　　　　　　　　　　～54一

晒

　　　ことにより、国のプロジェクトに積極的に参加協力することを期待

　　　する。

第4節　宇宙開発の促進に必：要な諸施策

　1　人材養成

　　　わが国における宇宙開発に必要な科学技術者は、質量とも不十分で

　　あり、開発が：本格化するに伴い、必要とされる宇宙関係科学技術者数

　　は’ますます増大する。とりわけ、体系工学、信頼性工学、誘導制御工

　　学などの宇宙開発に密接に関係する新しい分野においては必要とされ

　　る科学技術者数は一層大きなものがある。今後開発計画を的確に遂行

　　するためには、早急に多数の優秀な宇宙関係科学技術者を確保するこ

　　とが必要である。

　　　人材養成の方策としては、大学における専門教育の拡充とならんで、

　　既存の科学技術者の再教育に重点を置いて進める必要である。

　　　すなわち、大学における専門教育については、大学学部の基礎教育

　　を強化するほか、大学院における専攻課程を充実させる必要がある。

　　また、既存の科学技術者の再教育については、既存の宇宙関係科学技

　　術者の資質の向上あるいは他の分野の科学技術者の宇宙分野への転向

　　を促すことを目的として、海外留学生制度および国内研修制度を充実

　　強化する必要がある。

　2　情報流通の促進

　　　宇宙開発の分野においては、関連する科学技術の分野が広く、また

　　進歩がきわめて速いので、その技術情報量は急速に増大している。こ

　　g）ため情報の適切な処理と有効な利用をはかることが研究および開発

　　噛効率的に推進翁るうえにきわめて重要であるg

　　　従来わが国の宇宙開発分野における情報流通機能はきわめて不十分

　　な状態にあるので、情報の収集、処理、サービス等の機能の充実をは

　　かることがとくに必要である。
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　　なお、宇宙開発に伴う技術的波及効果は大きくかつ多方面にわたる

　ことが予想されるので、その成果の普及利用のために努める必要がある◎

ろ　先行研究および関連研究の推＝進

　　宇宙開発に関し、将来、わが国がより高度かつ独創的な開発プ鐸ジ

．エクトを計画し、これを自主技術によって推進するためには・その基

盤となる技術を早期に確立する必要がある。このため、将来の人工衛

　星の高性能化、多様化、人工衛星打上げ用ロケットの高性能化・大型

　化等の要請に対処して必要な研究を強力に行なう必要がある。

　　また、宇宙開発には広範な分野の技術水準の向上が必要であり・そ

　のためとくに特に電子技術、低温技術、真空技術等の宇宙関連技術の

　巾広い研究が必要である。これらの研究は多くの研究機関により分担

　して進めちれなければならないが、その推進に易たっては相互の有機

　的連携のもとに総合的かつ計画的に行なう必要がある・

4　国際協力の推進　　　　　　　　　’一

　　わが国が宇宙開発を進めるにあた・6てはこ宇宙開発の効率的な推進

　をはかるとともに国際的な友好を促進する見地から、国際協力を積極

　的に行なう必要がある。このため、宇宙先進函の技術め吸収に努める

　とともに、国際機関の活動および国際共同翻測事業に積極的に参加し・

　また、人工衛星の追跡の分野での国際協力を進めることが必要である。

　さらにわが国においては従来あまり行なわれていなかった外国との共

同研究緯び共同醗について検討雄めること力三三である・

5　普及啓発．

　　報麟の円滑な雛をはかるため照ま、国民の＋分三二を得な

　引ければならないので、宇宙開発の全般にわたって総合的に普孕啓発活

　動を行なう。また、民間団体等において一層活発な活動が行なわれる

　ことを期待する。

6　その他の重要事項
　　わが国の宇宙開発を円滑に遂行するため、’上述の諸施策のほか、打

　上げ場を中心とした開発環境の整備、安全に関する基準に係る試験研

　究の推進および使用材料、部品等の試験：、検定等に関する適正な基準の

　確立を行なう必＝要がある。一56一

　　　　　　　　　　第　2部・　各　　　　論

　　第壕章　開発計画

　　　第1節　人工衛星開発計画

　　　　　人工衛星開発計画の概要は、、衛星利用の将来展望、わが国の技術水準

　　　　の現状等を考慮したうえ、次のとおりとする。

　　　　　科学衛星については、既に製作ずみの第1号科学衛星に引き続き、昭

　　　　和48年までに第2号から第6号までの科学衛星を逐次打ち上げること

馳
　　　　を目標に開発を進める◎

　　　　　実用衛星については、その第1号として電離層観測衛星を昭和　　年

　　　　度に、実験用静止通信衛星を昭和　　年度にそれぞれ打ち上げることを

　　　　　目標に開発を行なう。

　　　　　気象、航行および測地り各衛星にっ野ては、具体的な開発および打ち

　　　　上げ計画の決定は昭和45年度以降に行なうこととし、当面はこれらの

　　　　システム、搭載機器および利用技術の研究および開発を行なう。

　　　　　1．．科学衛星

　　　　　（D　目的および概要　　　　、　　　　　　　　　…

　　　　　　（イ）第1号科学衛星

　　　　　　　　①　目　的；

　　　　　　　　　　従来わが国で地上観測、気球観測および只ケッ掛観測ですぐ

　　　　　　　　　れた実績をあげてきた分野について、その全地球にわたる状態

　　　　　　　　　および長期間の変動を把握するため、㈹電離層、回宇宙線、←→

　　　　　　　　　短波帯太陽雑音の観測を行なう。

　　　　　　　　②衛星の概要3

　　　　　　　　　　形状は直径75㎝の球に内接する26面体、総重量約75㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一57一．



　　とし、軌道は近地点高度500㎞、遠地点高度2，500㎞、軌

　　道傾斜角約50Qの楕円軌道とする。姿勢制御はスピン安定制

　　御方式を用いる。

（ロ）第2号科学衛星（HEXS：Radio　Exploratl◎n　Sate11三te）

　①　目　的；

　　　電離層および磁気圏内における地球大気の諸性質ならびにそ

　　こに発生している電磁波動現象を究明するため、ωプラズマ波、

　　←）プラズマ密度、←→電子粒子線、←）電磁波、㈲地磁気の観測を

　　行なう6

　②　衛星の概要；

　　　形状は直径75侃、高さ68㎝の8角柱体、総重量約75kg

　　とし、軌道は近地点高度500㎞、遠地点高度5．000㎞、軌

　　道志下郷・．の楕円髄とする・「姿勢制御スピン安定制

　　御方式を用いる。

←⇒　第5号科学衛星（SRAτS：S・1arRadlatlon　a’織dThe「一

　m◎spher孟。　Struc重ure　Sa重ellite）

　①　目　的；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■曳ご
　　　太陽輻射線と大気構造との関係を究明するため、σ〉太陽軟X

　　線、（ロ）太陽真空紫外放射線、8紫外地球コρナ輝線、←）プラズ

　　マ、’㈱中間紫外放射線の観測を行なう。

　②　衛星の概要；

　　　形状は直径75㎝．、畠高さ65徽の円筒に：内接する8角柱体、

　　総重量約90kgとし、軌道は近地点高度250㎞、遠地点高度

　　2，000㎞、軌道傾斜角約50。の楕円軌道とする。姿勢制御．

　　　　　　　　　　　一ろ8一

　　　　方式としてスピン安定制御のほかにろピン軸方向ならびにスピ

　　　　ン数の変更、安定制御のための地磁気利用姿勢制御装置を備え

　　　　るQ

．、　（→　第4号科学衛星（CORSA：Cos加cRadlatlo薮SateUl一一

　　　　亀e）

　　　①　目　的；

　　　　　天体から放射される各種：放射線に：より銀河系の構造、惑星間

　　　　空間の電磁気的性質を究明するため、ω宇宙X線、（ρ序宙γ線

　　　　←→宇宙α粒子、の宇宙線重粒子の観測を行なう。

　　　②　衛星の概要3

　　　　　形状は直径75侃、高さ60仰の円筒に内接する8角柱体、

　　　　総重量約90kgとする。軌道は、高度500㎞、軌道傾斜角約

　　　　　ろ0。の略円軌道とする。

　　　　　姿勢制御方式は第5号科学衛星とほy同じ方式とする。

　　〈雨　第5号科学衛星（琵XOS｝A：ExosPh鍵e　Satelilte－A）

　　　①　目　的；

　　　　　高緯度地域の超高層における電磁層オーロラ現象等の地球電

　　　　磁気学的現象を究明するため、鮮〉電子密度および温度、｛ロ）電子

　　　　のエネルギー分布、のオーPラ粒子、｛→プラズマ波、困イオン

　　　　組成、8光学観測の観測を行なう。

　　　②　衛星の概要；

　　　　　形状は直径75㎝、高さ75㎝の円筒形、総重量約70k9で

　　　　　あり、軌道は近地点高度1500㎞、遠地点高度5．000㎞、軌

　　　　道傾斜角50．～70『の準極軌道とする。

　　　　　　　　　　　　　　一59一



　←｝第6号科学衛星（EXOS－B：翫osphere　Satellite－B）

　　’①目　的；・

　　　　磁気圏域プラズマ中の粒子および電磁波動の諸性質を究明す

　　　るため、・ω電子密度およびエネルギー分布、㈲プ・トンの密度

　　　およびエネルギー分布、セ→プラズマ波の観測を行なう。

　　②　衛星の概要；

　　　　寸法、形状については検討中であるが総重量約50k2とし軌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隅

　　　道は近地点高度500㎞、遠地点高度30，000㎞、軌道傾斜

　　　角約50。の長楕円軌道とする。

（2＞開発スケジュール

’｛イ｝第1号科学衛星は、フライ・トタイプをすでに完成しており、昭

　　和44年度にM－4Sロケットにより打ち上げる。

　（ロ）第2号科学衛星は、現在製作中るフライトタイプを昭和44年

　P度に完成させ、各種性能試験を行なったうえ、昭和45年度にM

　　－4Sロケ・ットにより打ち上げる。

　を→　第5号科学衛星は、昭和44年度ρ・らフラ千トタイプの製作に

　　着手しているが、昭和45年度にその完成をまって各種：性能試験

　’を行なったうえ、昭和46年度を目標にM－4SCロケットによ

　　り打ち上げる。

　←｝第4号から第6号にいたる科学衛星については＼昭和48年度

　　までに逐次打ち上げることを目標として、観測目的に応じた衛星

　　の構造、搭載機器、情報伝送系等についての研究を行なったうえ、

　　プ・Pトタイプ、フライトタイプの開発を進めていくこととする。

　　　なお、第4号は瓢一4SC、第5号はM－4S．H、：第6号はM

　　　　　　　　　　　　－40一

　　　一4SSロケットにより、それぞれ打ち上げる。

2．基礎実験衛星

・①　目　的　　二．　、．・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　1

　　人工衛星およびρケットに関し、次の評価および実験を行なう。

　（1）　Pケットの打上げ能力の確認および打上げ技術の総合評価

　②　衛星のサブシステム、材料、部品等の試験及び信頼性の評価

（3随跡網の齢繍価
　（4）姿勢制御、温度制御等各種人工衛星に共通する技術の実験　　　　　　　　　1

②　衛星の概要；，

　　第1号基礎実験衛星は、形状、重量等は、電離層観測衛星に準じ、

　姿勢検知装置、テレメータ装麗等を搭載し、軌道傾斜角約50Qの　　　　　　　護

円輔に打ち上げるものとする。、　　　　　　　4

　　第2号基礎実験轍・聾渤欝三号基繊験鯉と同　　唾
　様のものとするが、衛星の姿勢制御実験ならびに通信衛星用、航行　　　　　　　　1

　衛星用または気象衛星用の機器の機能試験ができるものとするb　　　　　　　　　｝

　　第5号基礎実験衛星は、軌道傾斜角絢50。の同期衛星軌道に打　　　　　　　　1

ち上げ、姿勢鞭髄変換掛声修正実験等を行なうもの鵬　　：1

　　第4号基礎実験衛星は、静止衛星打上げ実験用のものとする。　　　　　　　　　、1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

③醗のスケジ＿ル；　　　　　　　　　！
　　第1号基礎実験衛星は電離層観測衛星の打上げに先だちQロケッ　　　　　　　　黛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　零
　　トにより打ち上げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　第2号から第4号までの基礎実験衛星については・逐次前の基礎　　　　　　　　　l

l実験鯉の鰍娠映しつつ設計隈作および試験礎め、靹　　　一

　　　年度までを目標に順次Qpケッレにより打ち上げる。　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i
　　　　　　　　　　　　　」41㌣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一



5、　電離層観測衛星

①　目　的；

　　　電離層の電離状態、電離層上部の環境および空電に伴なう電波雑

　　音についての世界的分布を知ることを目的として次のような項目の

　観測を行なう。

　（D　電離層の臨界周波数の世界的分布の観測

　　②　電波雑音源の世界的分布の観測

　（3）電離層上部領域のプラズマ特性の測定

　（4＞電離層上部領域の正イオン密度の測定・

．②衛星の概要3

　　形状は円筒あるいは、多面体、総重量85k2以下、軌道は高度

　　1，000㎞、軌道傾斜角約70。の円軌道とする。姿勢角検出には

　　地磁気センサ、太陽センサ及び地球センサを備え、姿勢の安定はス

　　ピン方式による。

　　　また、前述した4項目の観測には、衛星の電源の過負荷および観

　　測機器相互間の干渉妨害を避けるため、時間分割で観測する方式を

　　用いる。衛星の周期は105分で、鹿島地球局（茨城県）での衛星

　　可視時間は平均10分程度である。観測情報は、衛星に搭載されて

　　いるテープレコーダーに一旦蓄積され、可視時間の約5分間内に高

　　速度でアレメータ伝送される。

③開発スケジュール；

　　　昭和45年度より電離層観測衛星のプロトタイプの開発に着手し

　　た。昭和44年度以降プロトタイプの開発を引き続き行なったのち

　　認定試験を行なう。

　　　　　　　　　　　　　一442一

　　　ついでフライトタイプを製作し、受入れ試験を完了したのち、昭

　　和　　年度を目標にQロケットにより打ち上げる。

4　実験用静止通信衛星

①　目　的3

　　　将来実用化される通信衛星、またはその後の放送用衛星の開発に

　　要求される各種の技術を確立することを目的とするもので、具体的

　　には、

　　α）　UHF帯、SHF帯、準ミリ波帯およびミリ波帯の周波数を用

　　　いた通信実験および電波伝ばん特性の調査

　　（2＞衛星の軌道変換および姿勢制御技術の確立

　　（3＞静止衛星の設計、製作技術の確立

　　に重点を置くこととする。

㊨運星の概要；

　　形状は直径約り．4矯め円筒型で、総重量約窪00kρ、スピン安定

　　方式の静止軌道型の衛星である。搭載機器として、UHF、SH：F、

　　準ミリ波およびミリ波帯周波数の中継器を適当に組み合せて搭載し

　　太陽電池およびユッケル、カドニウム蓄電池を搭載するものとする。

③開発スケジュール；

　　　実験用静止通信衛星の開発は、昭和42年度以来行なわれており、

　　すでにデスパンアンテナの試作研究が行なわれている。

　　　略和44年度以降、前年度に引き続きUHF帯、　SHF帯、準ミ

　　リ波帯およびミリ波帯の各中継器等の搭載機器の研究および開発を

　　行ない、引き続きプロトタイプおよびフライドタイプの開発に着手

　　して設計製作および各種試験を行ない、昭和　　年度を目標にNロ

　　　　　　　　　　　　　一45一



　　ケットにより打ち上げる。

5、　その他の人工衛星の研究計画

　気象、航行、測地の各衛星については次により搭載機器等の研究お

　よび開発を進めることとする。

α）気象衛星

　　気象衛星には、地球大気の各種熱放射観測と雲をはじめとした地

　球表面の写真観測を行ない、取得した資料を地上局に伝送する気象

　衛星1型と、あらかじめ放流された気象観測用の大気圏浮遊ゾンデ，

　海上ブイなどの観測した資料を回収して、地上局に伝送する気象衛

　　星五型とがあり、これらについて次のとおり研究および開発を進め

　　る。

　紛気象衛星1型

　　　大気の熱放射観測用測器としては、赤外放射計および赤外分光

　　計の研究が必要である。・赤外放射計のうち、地表および雲頂温度

　　・測定吊の窓領域赤外放射計についてはこれ葦でに基礎研究が終了

　　　している9）で｝昭和尋4年渡から御重搭載用モデルの研究に着手

　　　し、？づいてアルベドー測定用赤外放射計および大気放射測定用

　　赤外放射計の研究を行ない、その成果に基づき衛星搭載用モデル

　　の研究に進むこととする。また、分光計についてはまず従来に引

　　　き続き赤外分光検定華置の研究を進夢、ひきつづき温度、湿度お

　　　よびオゾ：Zの垂直分布測定用各種分光計の衛星搭載用モデルの研

　　究に進むごどとするρ

　　　衛星搭載用カメラについては、昭和46年度以降研究をはじめ

　　ることとする。

　　　　　　　　　　　　　一44一
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　　　上記各機器は、衛星搭載用モデルで環境テストを行ない、気球

　　テスト等で信頼性を確かめたのち衛星搭載用のフライトタイプに

　　まとめる9

　　　また、気象衛星1型のシステム、データ取得等の研究および搭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　載機器の環境テストも予備調査を行なったのち実施する。

　（ロ）気象衛星∬型

　　　気象観測用大気圏浮遊ゾンデについては、昭秘44年度か6ら耐

　　圧気球の研究に着手し、ひきつづき、気球搭載用計器の研究に進

　　むものとする。．

　　　気象衛星丑型のシステムおよびテレメトリーについては、昭和

　　44年度から気球位置決定方式の研究に着手し、ひきつづき気球

　　の呼出応答、測距の総合テス・トを行なう。

（2）航行衛星

　　わが国で考えられている航行衛星システムとしては、①　2個の

　同期衛星と移動体との間の距離を測定するシステム、②・5個の同

　期衛星を用い各2個の衛星と移動体との聞の距離の差を測定するシ

　ステへ・③擁個の同期衛星を用いその衛星から移動体までの距離

　と方位とを同時に測定するシスアムの5つがある。これらを総合的

　に検討して最適シスデムを決定するため、システム研究およびシス

ーテム設計を従来に引き続き行なう。

　　搭載機器である測距トランスポンダに関しては、昭和42年度か

　ら研究が進められ、その方式についておおむね成案が得られており、

　昭和44年度においてはこのトランスポンダーをデータ伝送に併用

　するための研究を行なつでいる。昭和45年度以降は、このトラン
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　スポソダの小型高性能化の研究を進め、プPトタイプ、フライトタ

　イプの開発を行なったのち、基礎実験衛星に搭載し性能確認のため

　の実験を行なう。

　　衛星搭載用アンテナについては昭和45年度以降本格的に研究を

　行なう。

　　利用者機器については、昭和44年度力・ら船舶用アンテナの研究

　を行ない、引き続き航空機用アンアナおよび航法機器の研究を行な

　う。

　　地上局機器についても、システム実験用として必要な研究を進め

　る。　　　　　　　’　　　　　　　　門

　　さらに上記各研究と併行して航行衛星自体のシステム・テレメト

　リー、コマンド等の研究を行なうこととする。

（3）測地衛星

　　測地衛星としては、方向を観測するための太陽光を反射する機能

　および距離を測定するための地上からのレーザー一光を反射する機能

　をあわせもつポリエステル樹脂膜による気球衛星が考えられている。

　　衛星本体は打上げ時には折りたたまれ、軌道へ打ち上げられた後

　開缶し、昇華物質により膨張してから測地衛星としての機能をもつ

　ことになる。このため、レーザ門測距を利用する衛星測地法の研究

　観測地点相互の精密時刻同期方式の研究、，ポリ手スチル樹脂ベース

　接着方法の研究およびレーザー反射体の研究を昭和44年度から行

　ない、ひきつづき衛星球体の脱出機構および膨張機構の研究を行な

　う、，

　　また、、精密座標測定装置、観測用望遠鏡、レーザー測距儀、標準

　　　　　　　　　　　　　一46一
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周波数発生装置、時刻同期装置等の地上機器についても研究を行な

う。

第2節　人工衛星打上げ用ロケットの開発計画

　1．人工衛星打上げ用ロケットの開発の基本構想

　　　わが国におけるロケット開発の現状についてみるに固体・ケットに

　　ついては、昭和50年から東京大学において研究および開発が進めら

　　れ、現在では直径1．4メートルのM：・ケットの開発が行なわれ、すで

　　にM－1DおよびM－5Dμケットが打ち上げられている。液体ロケ

　　ットについては、昭和35年から科学技術庁において研究および開発

が進められ、本年には推力5．5トンのLS－C・ケットが打ち上げら

れている。

　このようなロケット開発の現状に基づいて、今後数年間に打上げる

べき科学および実用の分野における各衛星の打上げの時期および軌道

精度に対する要求ならびに将来のわが国宇宙開発の展望を考慮すると

わが国としては次のような基本的な構想のもとにロケットの開発を進

めていくことがもっと樋券で齢？　．

　科学衛星を打ち上げるためには、宇宙科学研究の急速な進展にかん

がみ、これまで東京大学が進めてきたM・ケットの開発を推進するこ

とが必要である。

　第1号および第2号科学衛星を打ち上げるロケットとして、直径

t4メートルの吻ト ?湯�ﾌおよ礫2騨恥・黙
段に姿勢制御装置を備えた全段固体の4段式M：一4Sロケットが開発

されているが・今後ひき？づき科学翻腰山回じて轡4sけ
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　グトの改良開発をすすあ、第ろ号以下の科学衛星を打ち上げる。

　　実用衛星とくに静止衛星を打ち上げるためには、きわめて精密な誘

導制御が要求され、そのためには液体ロケット・エンジンを活用する

　ことが必要である。このため1これらの衛星打ち上げ用ロケットにつ

　いては、下段にM・ケットの技衛を活用した固体・ケット・エンジン

を用い1王段にLS－C。ケットの成果を用いた液体Pケッ臼エン

　ジンを組み込み、全段に誘導制御を行なうシステムを採用することが

　もっとも適当である。

　　したがって、高精度の誘導制御技術等実用衛星打上げに必要な技術

　を確立すちため、上記の構想によるQ躍ケジトを開発するとともに、

　Qロケットの開発途上に痴いて得られた成果を反映させつつQウケッ

　トより一層大型かつ高性能の静止衛星打上げ用Nロケットを開発し、

　奄ロケットkより電離層観測衛星を、Nロケットにより実験用静止通

信衛星を打ち上げることとナる。

　　また、Q壽よびN・ケットの開発を進めるにあたっては、自主技術

　による開発の方針との調和を図りつつ必要に応じ、適切な技術導入を

　行ない、また、体系工学の手法を十分に活用して効果的な開発を行な

　う必要がある。

2rケットρ機要　　　　　　　1
（1）Mロケットの概要

　　①M－4Sロケットは、1・2段目直径り．4拠、全長24矯、重

　　　量約446の全段固体の4殿式ρケットであり、重量75k2の衛

　　　星を近地点高度約500㎞、遠地点高度約5000㎞ゐ楕円軌道

　　　に打ち上げること渉できる。

　　②四一4SCpレットは、M－4Spケットの2・5段目に2次

　　　　　　　　　　　　　一48』

　　噴射推力方向制御装軍を備えたもので・重量90貯の衛星を近地

　　点高度計250㎞、遠地点高度約2，000㎞の楕円軌道あるいは

　　高度約500k田の略円軌道に打ち上げることができる。

　③　M：一4SHロケット嫉、M－4SCρケットに構造の軽量化と

　　推断の改憲を施したもので・重：量約50kgの衛星を近地点高度

　　5QO㎏・．遠地点高度20・ooek飢の長楕円軌道に打ち上げるこ

　　とができるρ

　④M－4SS・ケットは、M－4SHpケットの各段の推力を増

　　強したもので、重量約50k3の衛星を近地点高度500㎞園遠地

　　点高度50，000㎞の長楕円軌道に打：ち上げることができる。

（2）　Qロケットの概要

　　Qpケットは、1・2段目直径工6彿の固体エンジン、5段目液

　体エンジン、4段貝軽構造固体エンジンの4段式ロケットで、重量

　約85k2の衛星を高度1，000㎞の円三道（傾斜角約7p。におい

　て）に打ち上げる能力を有するもの≧する。

　　人工衛星を精度よく所要の軌道に導入するためにはロケットに精、

　密な誘導制御を行なう必要がある。このためQρケットの誘導制御

　には1・2段目に二次噴射推力方向制御、5段目にジンバル制御お

　よグ全段にガ冬ジキット制御を行なう方式を採用する。

　　なお、このロケットに改良を加えることにより、軌道変換実験お
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　　よび静止軌道に重量約50k夢の人工衛星を導入することが可能とな

　　るよう検討する。

　（3）　Nロケットの概要：

　　　NロケットはQpケットの開発により得られた固体ロケットモー

　　ター、液体ロケットモーター、誘導制御等の技術等によって設計を

　　行ない、さらに大型高性能化を行なって、軌道変換実験などを経て

　　開発するもので、重量約蓬00kgの静止衛星を打ち上げる能力を有

　　するものとする。

乙　ロケットの開発スケジュール

（1＞M：ロケットの開発スケジュール

　　　科学衛星打ち上げ用のM－4sロケットは最終段ロケットの打ち

　　出し前に姿勢を水平に向け・る姿勢制御装置を備えているが、さらに

　宇宙科学観測の要求に基づきぐ誘導制御による軌道精度の向上と性

　　能向上を図るため、M－4SC、M－4SH：およびM－4SSの各

　　ロケットと昭和48年度までを目標に逐次開発を進めていく。

　①　M－4Sロケ憂トについては、昭和44年度にその打ち上げに

　　必要な予備的総合試験を行なったうえ、同年度に第1号衛星を、

　　　昭和45年度に第2号衛星を打ち上げる。

　②M－4SCからM－4SSにいたる・ケットの開発、打ち上げ

　　　にあたっては、二次噴射推力方向制御装置を組込んだエンジンの
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℃幽

幽

　　地上燃焼試験・チャン・ミーの軽量化のための試作試験・姿勢刮御

　　装置および姿勢基準蔑置等の改良試験、軌道制御方式の研究およ

　　び、改良試験、予備実験機によ．る飛しょう実験等を行ない、その

　　成果をロケットの開発に反映せしめる。

（2＞　Qロケットの開肇スケジュ「ル

　　Qρケットは、昭和　　年度に電離層観測衛星を打ち上げること

．を目標に次のスケジュールで開発を進める。

　①．Pケ閉ト全般については、これまでに進められてきた概念設計

　　に基づき・、．各部の試作試験・小型ログッ・トによる飛しょう実験等

　　を行ない、所要のデー4を得ながら基本設計および細部設計を進

　　め、まず地上総合試験用刃グット（GTV）の総合組立てを行な

　　い、各種の地上試験を十分に行なう。ついで1・2段ロケットエ

　　著ジンの実験用ρケットリ打ち上げを行ない、さらに、鋤号基

　　礎実験衛星の打ち上げによってPケットの信頼性の確認を行なつ

　　た後、昭和　　年度を目標に電離層観測衛星を打ち上げる。

　②これらの設計、製作等を行なうにあたっては、Q・ケットの信

　　頼性を高めるため、次の試作試験およびこれに必要な研究を十分

　　に行なってその成果をQロケットの設計、製作等に反映せしめる。

　　α）　1・2段固体ロケット・エンジンについては、まず、厚肉チ

　　　ャンバーによるロケット・エンジンおよび小型の試験用エンジ
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℃響

　　㈲　Q・ケットの空力特性、振動特性等を試験する：ため、・ケッ

　　　ト模型による風洞試験、振動試験等を行なうとともに、粛粛ロ

　　　ケット・エンジン、機器および部品につき振動試験加速度試

　　　験、衝撃試験、平衡試験等を実施し、Qρケットの信頼性を確

　　　認する。

　　8　Ls－c、JCR等の小型ロケットの打ち上げによってシス

　　　テム、部品等の確認実験を行なう。

（3）　Nロケットの開発スケジュール

　　Nロケットは、昭和　　年度に実験用静止通信衛星を打ち上げる

　ことを目標に、次のスケジュールで開発を＝進める。

　①Npケットの開発は、Q・ケット開発の途上において得られた

　　成果を基礎として、概念設計、基本設計、および細部設計を進め、

　　各部の試作試験、地上総合試験用Pケットによる総合組立ておよ

　　び各種の地上試験等を経て打ち上げ実験を行なう。この間、昭和

　　　　年度を目標に、Qロケットによる静止基礎実験衛星の打ち上

　　げ実験によって衛星を静止軌道に導入する技術を確立し、昭和

　　　　年度を目標に、実験用静止通信衛星の打上げを行なう。

　②これらの設計、製作等にあたっては、各段ρケット・エソジソ、

　　誘導制御装置等の大型化、高性能化に必要な研究を行なうととも

　　に、Qロケットと同様、・ケット模型による各種特性試験、各部
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の試作試験、小型・ケットの打上げによるシステム、部品等の確

認実験等を行なって、その成果をNロケットの設計、製作等に反

映せしめる。

一54一

　　　第ろ節　施設の整備計画

　　　　　前述の開発計画を実施するためには、（1）人工衛星および・ケットの

　　　　開発に必要な試験施護　（2）人工衛星およびロケットの打上げに多要

　　　　な施設　（3）人工衛星の追跡およびデータ取得に必要な施設を整備する

　　　　必要がある。

　　　　　これらの施設については、科学衛星および：Mロケットの開発および

　　　　打上げのため東京大学宇宙航空研究所の施設の充実を図るとともに、
℃幌
　　　　宇宙開発事業団を中心として実用衛星ならびにQロケットおよびNロ

　　　　ケットの開発および打上なら呑に人口衛星の追跡等のために必要な施

　　　　設の整備を進める。また、関係国立試験研究機関においては、その役

　　　　割に応じて必要な施設を整備するものとする。

　　　　　なお、これらの施設の整備充実にあたっては、関係機関相互の有効

　　　　適切な活用が図られるよう、留意してこれを設置するものとする。

　　　　1．　人工衛星およびロケットの開発に必要な試験施設

　　　　　（1）基礎実験衛星、電離層観測衛星および実験用静止通信衛星の開

　　　　　　発のたあ1①　宇宙環境における人工衛星および塔載機器の性能

　　　　　　等を試験する泥めの大型熱真空環境試験装置をはじめとする各種
　℃㊥
　　　　　　の宇宙環境試験装置　②　姿勢制御、追跡、人ウスキーピンぞ等

　　　　　　を行なうための機器、ミッション機器等の調整、性能試験等を行

　　　　　　なう諸装置等を各衛星の開発スケジュールに合わせて整備する・

　　　　　　　科学衛星の開発のたあ、既設の試験施設に加えて衛星に塔卸す

　　　　　　る各種観測用機器の環境試験・軌道制御等の試験装置等を充実整

　　　　　　糊する。’

　　　　　（2）Q吻トの開発のためには◎三殿剛ト●エン鱒
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　　の燃焼試験を行なうための各種燃焼試験設備、②　誘導制御装置、

　　分離機構等の機器および部品の調整、性能試験等を行なうための

　　諸装置、③　各段ロケット・エンジン等の重心、慣性能率、動的

　　釣合等の動特性を試験するための諸装置、④　・ケットエンジン

　　機器および部品の振動、衝撃等に対する耐久性を試験するための

　　諸装置等が必要であり、これらの設備を前述のロケットの開発ス

　　ケジュールに合わせて整備する。また、Nロケットの開発のため

　　には、ロケットの大型化、高性能化あるいは新技術の採用等のた

　　めに必要な施設の増設を行なう。なお、Qロケット用の施設の整

　　備にあたっては、層ロケットの開発を十分に考慮して諸装置の能

　　力配置等を定めるものとする。

　　　M・ケットの開発のため、制御系試験装置等M・ケットの信頼

　　性の向上を図るえめに必要な施設の充実、整備を行なう。

（3）宇宙開発事業団において開発に必要な試験施設を整備するにあ

　　たっては、各種の衛星、ロケット等に共通して使用しうる大型熱

　　空環境試験装置等の大型施設、動特性、耐久性試験装置等につい

　　てはこれを集中的に設置し、’施設の管理、データ処理等を効率的

　　に行なうものとし、関係研究開発機関の共用に供しうるよう配慮

　　するものとする。

2．人工衛星およびゴケットの打上げ施設

（1）実用分野の人工衛星および・ケットの打上げ施設として、種ケ

　　島宇宙センタしの施設をそれぞれ基縫実験衛里、電離層観測衛星

　　および実験用静止通信衛星の打上げのスケジェールに合わせて整

　　備する。このため、Qロケット関係の打上げ施設として

　　①　ρケット発射台、整備塔、これらの管制装置、等の射点系の
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　　　諸装置

　　②　打上げ実験全般の管制を行なう中央管制装置等の指令管制系

　　　の諸装置

　　③　ロケット打上げ直後の迫尾、指令を行なうレーダ、テレメー．

　　　タ、コマンド等の試装置およびこれを引き継いで遠距離の追尾、

　　　指令を行なうダウンレンジ系の諸装置

　　④　打上げ直後から軌道導入までの間において衛星の管制を行な

　　　う諸装置

　　⑤　ロケットの光学観測を行なう光学観測系の諸装置

　　⑥　打上げ場において衛星および・ケットの最終的な試験および

　　　調整、点検を行なう諸装置

　　⑦　気象観測装置、推薬玉蔵庫その他の施設

　　　を整備する。

　　　Nρケット関係の設備としては、射点系の諸装置の新設を行な

　　うほか、Qロケット用諸装置に所要の増設を行なう。

（2）科学衛星関係の打上げ施設としては、東京大学鹿児島宇宙空間

　　観測所における科学衛星の管制および制御系チェックアウトのた

　　め、諸装置、Mロケット制御系の諸装置およびMロケット発射用

　　諸装置の充実、整備を図る。

ろ。人工衛星の追跡等に必要な施設

（1）追跡施設

　　　科学衛星の追跡のために、第歪段階として現在角度測定併用ド

　　ップラー方式による追跡設備が整備されているが、実験用静止通

　　信衛星、第5号以降の科学衛星等の追跡を行なうためには、高精

　　度かつ実時間での人工衛星の追跡を行なう必要があるので、距離
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　変化率測定方式（R＆RR方式）等の三跡施設を整備する。

（2）衛星管制施設

　　衛星管制施設を整備し、次の業務を行なわせることとする。

　①　各追跡局および打上げ場管制セγターを含む迫跡ネットワー

　　クの中枢施設として、国内および諸外国からの迫跡データを取

　　得し計算して人工衛星の飛しょう経路および位置に関する情報

　　を作成し、これを客利用機関に迅速に連絡する等の追跡業務

　②　衛星の運用管理、データ取得等の業務のうち、実験衛畢に関

　　するものあるいは一般の衛星について軌道導入後利用機関に引

　　き渡すまでの間に必要なもの等一元的に実施することが適当と

　　認められるもの

また、科学衛星のデータ取得、制御等に必要な施設を充実、整

・備する。
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第2章　開発体制の整備

第1節　宇宙先進諸国における開発体制の現状　　　　　　　、

　　米ソをはじめ仏等の宇宙開発先進諸国においては宇宙開発の強力かつ

　効率的な推進を図るため、それぞれの国情に合わせて一元的な開発体制

　の整備を：進めている。

　　すなわち、米国においては、大統領府におかれた航空宇宙会議におい

て国の航空宇宙活動の計画の樹立、欄係機関の整備等を行ない、航空宇

宙庁（NASA）が平和目的の航空宇宙活動の実：施を一元的に行なうこ

ととし、このため同庁にPケット打上げ場、研究所等を一括所属せしめ

ている。また、同庁は航空宇宙飛しよう体を用いて行なう科学測定およ

び観測を学界の参加を得て実施している。また、関係省においては・各

鍾実用衛星の研究および利用を行ない、大学においては、宇宙関係の基

礎研究と航空宇宙庁の委託による研究を行なっている。・　　　　　・

　ソ連においては、国家宇宙探査委員会の下に企画研究開発、打上げ・

迫跡等が行なわれている。

　フランスにおいては、関係各省大臣からなる科学技術研究三間委員会

において宇宙活動の計画を決定し、その実施は特殊法人宇宙研究本部

’（C：NES）が担当している。同本部には、打上げセγター、研究機関

が一元的に所置されている。大学との関係については、同本部内に大学

協力課を設けて、協力関係の維持を図っている。

　　ドイツにおいては、科学研究大臣の諮問機関である宇宙研究委員会の

助言の下に、同省の宇宙研究局が政府、大学、産業界における宇宙の研

究開発に関する計画を作成し、この計画の実施に關し特殊法人宇宙研究
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　有限会社（G：FW）を設け産業界への研究開発委託等を実施している。

　さらに、関係身包の連絡調整機関として宇宙研究語間委員会が設けられ

　ている。

第2節　わが国の開発体制の現状

　　わが国の宇宙開発は、宇宙開発委員会の議決を経て内閣総理大臣が定

　める宇宙開発に関する基本計画によって進められることとなっており、

　関係諸機関における研究および開発は、この計画に沿って同委員会の調

　整の下に有機的な連繋を保って総合的に推進されることとなっている。

　　現在、開発の実施に関しては、実用分野における人工衛星（各種の人

　工衛星に共通部分に限る）および同人工衛星打上げ沼・ケットの開発、

　打上げおよび追跡については宇宙開発推進本部において行なわれ、各種

　人工衛星に関する研究については、関係各省庁においてそれぞれ行なわ

　れている。、

　　宇宙科学の研究のための科学衛量およびこれを打ち上げるためのμケ

　アトリ研究および開発についてに、大学において行なわれている。

　　また、宇宙開発に関する先行研究および関連研究については、宇宙開

’発に欄係のある国立試験研究機関において行なわれている。

　　さらに、産業界嫁、倒の開発機関の委託に応じて研究および開発に協

　遠しており、．また、通信事業体等政府以外の利用機関においてもそれぞ

　れの実用目的に沿った人工衛星に関する研究を行なっている。

　　今後のわが国の宇宙開発を一層本格的に推進するためには開：発実施体

／，制の一元化を図る必要があり、このため、昭和．44年10月から開発実

　旛の中核的機関ζして、’宇唐開発推進本部を発展的に解消して特殊法人

’宇宙開発事業団が設立されることとなっている。
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第5節　開発体制整備の方策と各機関の果すべき役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　前述ρ開発目標を達成するためには、確立された計画り下に国として

　一体性を保ちつつ総合的かつ効率的に研究および開発を行ないうるよう

に、開発体制の整備を進める必要がある。このため・次により各機関の

果すべき役割を明確にし、その役割に応じ体制を整備していくことが必

要である。

1　宇宙醐発をより一層総合的かつ計画的に推進するため、国の宇宙關

　発に関する企画、調整面を担当する宇宙開発委員会の機能の強化を図

　る。

2　委員会の事務を的確に処理するとともに、今後ますます本格化する

　宇宙開発に関する行政事務を遺漏なく遂行するため所要の機構を整備

　強化する。

5　人工衛星打上げ用ロケソトの開発については、宇宙開発事業団にお

　いて、行なうこととし、関係機関の要請に十分こたえうるよ臥同事

　業団の技術能力’を高めるとともにその機構の強化充実に努める。

　　なお、東京大学宇宙航空研究所において進められている科学衛星打

　上げ用Mロケットの誘発は、同ロケットの信頼性が得られる段階まで

　は同研究所において引き続き行なう。

4人工匠の関係および打上げについて1ま・宇宙醗事業団において

　行なう。

　　人工衛星の研究については、利用（観測を含む以下同じ）機関がそ

　れぞれ利用の実態をふまえて研究を進め、これらが開発段階に達した

　ときには、宇宙開発事業団において開発を行なうこととし、この際、

　研究と開発の継続関係が有効に確保されるよう配慮する。
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　ただし、科学衛星の開発につい’ては、宇宙科学の研究に密接に関連

して開発されるヒとにかんがみ、原則として東京大学宇宙航空研究所

において行なう。

5　人工衛量の軌道決定および予報のための追跡は宇宙開発事業団が行

　なう。

　　この場合、軌道決定および予報のための追跡は打上げ時の三跡およ

び必要に応じ各利用機関が設ける利用のための特殊な追跡系と密接な

連けいを保つ必要があるので、これら各種の追跡について宇宙開発事

業団を中心とした密接な連絡通信網を整備する。

6　宇宙開発に関係のある国立試験研究機関は、それぞれの所掌に応じ

て、ロケットの研究ならびた人工衛星に関するシステム、塔載機器お

　よび利用技術の研究および開発を行なうほか、宇宙開発に関する先行

研究ぐ関連研究を積極的に進めるとともに宇宙開発事業団の行なう開

発に積極的に協力する。

7　大学においては、宇宙科学ゐ研究に必要な人工衛星、ロケット等に

関し、幅広く研究が行なわれることを期待する。

8　なお、宇宙開発を行なうにあたり民間企業の果す役割が大きいこと

にかんがみ、民間企業における研究および開発の体制を強化するとと

　もに、研究者、技術者を充実して、自己の技術基盤の確立と向上を図

　り、国のプロジェクトに対して積極的に参加、協力することを期待す

る。
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第5章宇宙開発の促進に必要な諸施策

第て節　人材養成

（1）人材養成の必要性

　　　わが国寮今後宇宙開発を本格的に進めるにあたり、推進の担い手と

　　なる宇宙関係科学技術者を養成することが急務となっている。

　　　宇宙開発は、航空宇宙工学、電気工学、機械工学等きわめて多’くの

　　技術分野における高度の科学技術の成果を集積してはじめて推進しう

　　るものであり、この意味でこれらの分野における宇宙関係科学技術者

　　を確保することは、’不可欠の要件である。

　　　しかしながら、わが国におけるこれらの宇宙関係科学技術者の現状

　　嫡、質量ともなお不十分であり、開発が本格化するに伴い、必要とさ

　　れる宇宙関係科学技術者数はますます増大する。とりあけ、・体系工学

　　、信頼性工学、’誘導制御工学などの宇宙開発に密接に濁係する新しい

　　分野においては、必要とされる科学技術者数は一層大きなものがある・

　（2）人材養成の方策

　　　人材養成の方策は、大学における専門教育の拡充とならんで、既存

　　の科学技術者の再教育に重点を置いて進めなければならない6

　　　大学における専門教育については、大学学部の基礎的教育を強化す

　　るほか大学院における専攻課程を充実させ、高い能力を有する宇宙関

　　係科学技術者を養成する必要がある。

　　　既存の科学技術者の再教育は、宇宙分野の科学技術者の資質の向上

　　あるいはその他の分野の科学技術者の転向を目的とするものであり、

　　宇宙先進国への留学または国内における研修が有効と考えられ、この
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　　ため、海外留学生制度および国内研修制度を整備充実する必要がある。

　　　海外留学生制度としては、現在の科学技術庁の在外研究員制度を充

　　実して、できるだけ多数の科学技術者を派遺できるようにする鵡とが

　　必要である。

　　　また、政府、民間の科学技術者を対象として、体系工学等宇宙開発

　　に必要な技術の教育訓練を行なう必要がある。

第2節　情報流通の促進

　　科学技術の進展に伴い、科学技術に関する情報は急激に増大し、情報

　量はほぼ10ケ年前後に倍増とするといわれている。宇宙開発の分野に

　おいては、関連する科学技術の分野もきわめて広く、とくにこの傾向が

　著二しい。このため情報の適切な処理と有効な利用を図ることが、開発を

　一層効果的に推進するうえに、きわめて重要である。

　　欧米諸国、とくに米国においては、はやくから情報活動の整備と強化

　が図られており、航空宇宙庁は科学技術情報部を設けて迅速かつ的確な

　情報処理のための機械化を促進するとともに、情報サービス活動を活発

　に実施している。

　　わが国においても、近年情報活動強化の必要性が認識され、日本科学

　技術情報センターを中心に科学技術情報全般にわたる活動が行なわれて

　きたがさらに専門分野ごとの情報活動の強化を図ることが必要であると

　云われている。宇宙開発関係以外の専門分野においては、・日本原子力研

　究所情報部等がそれぞれ特色のある情報活動を行なっているが、宇宙開

　発の分野についてはこの種のものが未だ設けられていない。宇宙開発技

　術はきわめて進歩の著しい技術分野に属するものであり、とくに情報の

　処理および利用には、高度の迅速性が要求されることにもかんがみ、辱今

　　　　　　　　　　　　　一64．幣
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　後本格的に宇宙開発を推進するにあたっては、宇宙開発に関し情報の収

　集、処理サービス等の機能の充実を図ることが、研究および開発を効率

　的に推＝進ずるうえに、きわめて有効である。また㍉宇宙開発の技術的波

　及効果は、多くの分野にわたって、きわめて大きいことが期待されるの

　で、開発により得られた成果がわが国産業技術の向上に利用されるよう

　積極的に努力する必要がある。

　　なお、情報活動における国際協力を推進するにあたっては、米国航空

　宇宙二等の海外情報機関との密接な連絡を一層強化するよう留意すべき

　である。

第5節　先行研究および関連研究の推進

　窪．　先行研究および関連研究の必要性

　　　宇宙開発に関し、将来、わが国がより高度かつ独創的な開発プロジ

　　ェクトを計画し、これを自主技術によって推進するためには、その基

　　盤となる技術を早期に確立する必要があり、．このため必要とされる分

　　野の先行的な研究を、積極的に進める必要がある。

　　　また、開発を円滑に遂行するためには、広範な鞠係分野の技術水準

　　の向上を必要とする。このため、人工衛星および・ケットの開発、打

　　上げ等に直接必要とされる技術のほか、電子技術、低温技術、真空技

　　二等の宇宙関連技術の研究を幅広く推進する必要があるσ

　2．　関係各機関の役割

　　　宇宙開発に関する先行研究、関連研究は広範かつ多岐にわたるので、

　　その効果的な推進を図るためには、多ぐの研究機関が相互の密接な連

　　絡のもとに、それぞれの専門分野に応じて分担することが必要である。

　　　すなわち、科学技術庁航空宇宙技術研究所においては、打上げ用ロ

　　　　　　　　　　　　　　　一・65一



　　ケットおよび人工衛星の共通的技術に関する先行研究を行なうδ．

　　　郵政省電波研究所、運輸省電子航法研究所、気象庁気象研究所、海

上保安庁水路部、建設省国土地理院、工業技術院の試験研究機関その他

　の国公立試験研究機関においては、それぞれの所掌に応じて人工衛星ま

たは・ケットに関する先行研究あるいは関連研究を分担して行ない、こ

　れらの技術水準の向上を図る。

　大学においては研究者の創意を生かした幅広い研究を実施し、わが国

　の宇宙開発技術の基盤をつちかう道とを期待する、

5．人工衛星に関する先行研究

　人工衛星ゐ高度化の方向としては、長寿商化、大容量化、姿勢制御装

　置の高性能化、人工衛星機能の多様化等があげられる、

　　長寿命化、大容量化のためには、電源の性能を高め、塔載電子機器に

集積回路を用いるなど、止血、機器の信頼を向上させ、小型軽量化を図

　らなけれぽならない。信頼度の向上、小型軽量化を図るためには、とく

に長期にわたる試験研究の積み重ねが必要であるので、』体系的な試験研

究を実施する必要がある。また電源についでは、太陽電池の展張機構の

研究等従来の電源の改良を図る研究を進めるほかζこれらに代る電源と

　して燃料電池等の研究を行なう必要がある。

　　姿勢制御装置の性能の向上のためには、現在開発が進められているス

　ピン姿勢制御装置に代るべき高度の姿勢制御装置の研究に着手する必要

　がある。

　　またぐ原子カエンジソや電気推進エンジンについても基礎的研究を進

　めるこ「と寮望ましい。

　　以上の各種衛星に共通的な技術に関する試験研究と並行して、将来の
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個別の人工衛星の性能向上に資することを目的として、通信衛星、放

送衛星のためのアンテナ技術及びミリ三等の新周狼数利用技術、気象

　衛星のための塔薬用センサー、航行衛星のための測距測角技術、標準，

時刻衛里のための搭載内原子時計、資源探査衛星等のための光学、電

磁波装置等に関する試験研究を行なう必要がある。

4．人工衛里打上げ用謬ケットに関する先行研究

　　人工衛星打上げ用ロケットの高度化の方向としては、ロケットの各

　種性能の向上と大型化があげられる。

　　ロケットの性能向上のためには、ρケット構造の軽量化を図り、信

頼性を向上させ誘導制御の精度を高め、高比推力の燃料を使用するこ

　となどが必要となる。

　　大型・ケットを開発するためには、固体・ケットについては推薬の

　粘弾性の検討、チャンバーの材料と加工法、非破壊検査法に関する試

　験研究に着手する必要がある。液体ロケットについては・将来膏比推

　力の液体ロケットの開発に進みうるよう極低温推薬等の使用推薬、推

　薬供給系統、大型推薬タンクおよび液体鐸ケットのクラスター技術に

　関する試験研究に着手する必要がある。

　　また、固体液体を問わず大型化に必要な大型エンジンの推力制御・

　高精度の誘導制御、搭載型電子計算：前出に関する試験研究をも行なう

　必要がある。

　　なお、固体ロケットと液体ワケットの絵所を生かしたハイブリッド、

　エンジンについても研究を進める必要がある。

5．　宇宙開発に関する関連研究

　　わが国の宇宙開発を促進するために基本的に必要であり、かつ、他

　　　　　　　　　　　　　　　一67一



　　の分野にも広く用いられる基盤技術として、電子部品の信頼性、特殊環境

　　門下における精密計測、計測制御および潤滑、高速度高負荷に耐える小型

　　軽量歯車、高性能カメラに関する研究等重要な技術分野の研究を重点的

　　に：進める必要：がある。

　6．先行研究、関連研究の推進方策

　　　先行研究、関連研究は多くの研究機関により分担して進められなけれ

　　ばならないが、研究の促進を計るためには、目的分野ごとに総合的かつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢●

　　計画的に推進することが肝要である。

　　　とのため、早期に計画の明確化を行なうとともに各機翼相互の人事交

　　流、共同研究等の推進を図るほか、必要に応じ、いくつかの目的分野ご

　　とにプロジェクトを設定し、各々プロジェクトの中心となる機凶を定め

　　て相互に有機的連けいをはかりつつ研究を推進するための体制の整備を

　　はかるものとする。

　　　また、宇宙開発技術は世界的にも開発段階にあり、きわめて流動的で

　　あるので、海外の技術開発動向に不断の注意を払い、研究方針に随時検

　　討を加えながら必要に応じて研究計画の変更、中止を果敢に行なうとと

　　もに・国醐力瑠卜しつつ研究縫めるものとする・　　　醐

第4節・国際協力の推進

　1．　諸外国およびわが国における国際協力の現状、諸外国に：おいては、．宇

　　宙開発に関する国際協力は極めて活発に行なわれ、多大の成果があげら

　　れている◎

　　　すなわち、イギリス、カナダ、フランス等の諸国においては、米国の

　　ロケットにより自国の衛里の打ち上げを行ない．あるいは米国の衛星に

　　臨国の実験装置を搭載して共同科学研究を実施している・
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　ま叔　欧州宇宙Pケヅト開発機構（：ELDO）および欧洲宇宙研究

機構（ESRO）においては、ヨーロッパ諸国が共同してそれぞれロ

ケットおよび人工衛星の開発を進めており、フランスとドイツは実験

用静止通信衛量を開発するシンフォニ～計画を推進しでいる。

　次に、実用衛里の共同利用としては、世界商業通信衛星組織（イン

テルサット）による宇宙通信が行なわれており、またニソバス、エッ

サ等の衛星が世界各地域の気象予報等に関して貴重なデータを提供し

ているポ’

　また、観測Pケット等による国際共同観測が国際学術連合会議の宇

宙空間研究委員会のもとで広く各国の協力のもとに進められている。

　　これらのほか、気象観測等に関する取得データの交換、各種の衛星

の追跡等に関して各国の協力が行なわれている。

　加えて、最近では、国連の場合において宇宙後進国あるいは開発塗

上国の宇宙活動への参加に関する宇宙先進国の援助等について検討さ

れているQ

　わが国の宇宙開発は、宇宙開発審議会の第1号答申に沿い、国際協．’

力を重視して進められており、とくに宇宙空間研究の分野における観

測ロケットを用いた研究によって国際的に多大な貢献をなしてきた。

　　さらに、実用衛星の共同利用として米国の衛星により、雲写真の受

口、離島等の測地、通信実験等を行なってきたぽか、日米気象ロケッ

　トの比較実験を行なった。しかし、ロケットおよび人工衛星の開発に

関しては、現在のところ外国との共同開発はまだ行われていない。9

　ま2．国際協力の推進方策

　　前述のような国際情勢およびわが国の宇宙開発の本格化に伴い≦国
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際協力の重要性はますます増大しており、今後のわが国における宇宙

開発の推進にあたっては、従来にもまして国際協力を重視してこれを

行なう※要がある。

　わが国が宇宙開発に関する国際協力の施策を講ずるにあたっては。

単にわが国の国際的地位の確保とわが国宇宙開発の効果的な推進のみ

ならず宇宙開発を通じての国際的な友好の促進の見地から次の施策を

講ずべきである。

　第1に、わが国の宇宙開発を国際的な観点にたって進めるため、国

連を中心とする国際機関に積極的に参加鰯心することとするΦ

　とくに、全世界的な宇宙開発の協力問題については、国連宇宙空間・

平和利用委員会の場を通じてその活動に参加することとし、また、世

界気象機関（WMO）、国際電気通信連合（三TU）等の専門機関に

おける活動についても、・従来にひぎつづき参加協力することとする。

　さらに、自らあるいはこれらの国際機関の行なう地域活動への参加

を通じて、低開発国諸国の宇宙利用等に協力することにより、これら

の地域の社会生活、文化の向上に寄与することとする6

　第2に宇宙科学の分野においては、現在、国際学術連合会議の太陽

’地球物理学連合委員会のもとで実施している太陽活動期国際観測年

（IASY）の国際共同観測事業に積極的に参加しているが、今後と

も宇宙空間研究委員会等の国際学術機関と密接な連絡を保ちつつ、国

際共同観測に参加することが望ましい。

　第5に、わが国の宇宙開発を円滑かつ効率的に進めるため技術導入、

情報の収集、留学生の派遺髪により、宇宙先進国の技術の吸収に努め

ることとする。
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　　　なお、技術導入にあたっては、自主技術の開発の要請に充分留意し

　　つつ、これを行なう必要がある。

　　　第4に宇宙開発の効率的な推進を図るため、外国乏の共同研究、共

　　同開発につき検討を進めることとする。

　　　この面の国際協力は、わが国においては従来ほとんど行われていな

　　かったが、前述のよう・に宇宙翻発における各国の共同研究開発活動が

　　活発に行われていることにかんがみ、今後　わが国においても、これ

　　らの実態を充分に調査把握したうえで外国との共同研究、共同開発の

　　実施につき検討を進める必要がある。

　　　なお、国際共同開発については、欧州宇宙ロケット開発機構におけ

　　る経験も考慮し、慎重にこれを行なヲ必要がある。

　　第5に迫跡を外国に依頼することは、わが国が宇宙囲発を推進する

　　うえで必要であり、外国からの追跡依頼に応ずることも含めてこの面

　、の国際協力を積極的に行なう必要がある。

第5節　普及啓発

　　宇宙開発を円滑に推進し、さらに発展させるためには、宇宙開発につ

　いて国民一般の認識と理解を高めその支持を得る必要がある。このため、

　宇宙科学技術の基礎的知識の普及にとどまらず、翻発の意義、開発の現

　状さらには、開発により得られた成果等について積極的に啓発活動を行

　なうこととする。

　　現在、政府及び民間諸団体において普及啓発活動が行なわれているが、

　これはまだ充分な状態といえないので、今後さらに積極的な活動が望ま

　れる。その具体策としては、関係機関の発行する宇宙囲発関係刊行物の

　一層の充実、映画、スライド等の作成等、普及啓発のための素材の整備
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　に努めるとともに、展覧会、講演会等の開催、テレビジ隷ン等のマスメ

　ディァの利用など各種の活動を総合的に推進するものとする。

　　また、民間四団体においてもこの種の活動を積極的に一層活発に行な

　うことを期待する。

第6節　その他の重要事項

　　わが国の宇宙開発を円滑に遂行するため、上述の諸施策のほか、次の

　事項についても必要な施策塗講ずることとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗
（1）すなわち、ロケット等の打ち上げ実験を円滑に遂行するためには、

　　射場にPケットその他必要：な機材を安全かつ容易に輸送するため、必

　　要な道路の整備等射場を中心とし感発環境の整備に努める。

　（2）次に、研究、開発、打上げ等を行なうにあたり安全技術の確立、安

　　全に関する基準を定める必要があるので、これらに関する試鹸研究を推

　　推進する。

　　さらにロケット、人工衛里、これらに使用する材料、部品等の晶質、

　試験、検査等について適正な基準をすみやかに確立する必要がある。

●
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